
〈
印
象
〉・〈
観
念
〉・〈
情
緒
〉

― 

夏
目
漱
石
の
〈
文
学
の
哲
学
〉
と
イ
ギ
リ
ス
経
験
論 

― 

木
戸
浦
　
豊
　
和

は
じ
め
に

―
本
稿
の
目
的

夏
目
漱
石
の
文
学
研
究
の
主
要
な
課
題
は
、『
文
学
論
』（
大
倉
書
店
、
明

治
四
〇
年
）
の
序
文
が
示
す
通
り
、「
根
本
的
に
文
学
と
は
如
何
な
る
も
の
ぞ

と
云
へ
る
問
題
を
解
釈
（
１
）
」
す
る
点
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
本

質
論
的
・
規
範
的
な
問
い
に
直
面
し
た
漱
石
は
、
周
知
の
通
り
、「
心
理
的
」

「
社
会
的
」
な
観
点
か
ら
文
学
の
存
在
理
由
を
「
解
釈
」
す
る
こ
と
を
企
図
し

た
の
で
あ
る
。

漱
石
は
ま
た
『
文
学
論
』
に
先
行
す
る
「
英
文
学
形
式
論
」（
岩
波
書
店
、

大
正
一
三
年
九
月
）
の
講
義
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
Ｓ
・
Ｔ
・
コ
ー
ル

リ
ッ
ジ
、
Ｐ
・
Ｂ
・
シ
ェ
リ
ー
、
Ｔ
・
ド
・
ク
ィ
ン
シ
ー
、
Ｌ
・
ト
ル
ス
ト

イ
な
ど
の
西
洋
で
提
出
さ
れ
た
多
様
な
「
文
学
の
概
念
」
を
検
討
し
、
文
学

に
唯
一
の
定
義
を
与
え
る
こ
と
の
困
難
さ
に
も
言
及
し
て
い
る

（
２
）
。

以
上
の
漱
石
の
関
心
を
敷
衍
す
れ
ば
、
漱
石
の
文
学
研
究
の
目
的
は
、
文

学
の
言
述
を
文
学
の
範
疇
に
は
属
さ
な
い
言
述
か
ら
識
別
す
る
た
め
の
原
理

（
指
標
）
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
漱

石
の
文
学
理
論
は
、
文
学
の
言
述
の
「
根
本
」
を
問
い
直
す
こ
と
、
文
学
の
言

述
を
成
立
さ
せ
る
原
理
を
探
究
す
る
こ
と
、「
文
学
の
概
念
」
を
定
義
す
る
こ

と
を
志
向
す
る
こ
と
な
ど
の
点
で
、
芸
術
の
哲
学
に
倣
っ
て
〈
文
学
の
哲
学
〉

と
も
呼
ば
れ
得
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
〈
文
学
の
哲
学
〉
の
試
み
の
帰
結
と
し
て
、
漱
石

の
文
学
概
念
・
理
論
は
、『
文
学
論
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、「
焦
点
的
印
象
又

は
観
念
」（「
認
識
的
要
素
（
Ｆ
）」）
と
、「
情
緒
的
要
素
（
ｆ
）」
と
の
「
結
合
」

か
ら
成
る
、「（F+f

）」
の
「
公
式
」（
命
題
・
公
準
）
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

従
来
の
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
漱
石
の
文
学
理
論
の
哲
学
的
・
思
想
的
・

学
問
的
な
淵
源
を
特
定
す
る
作
業
を
繰
り
返
し
試
み
て
き
た
と
言
え
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
が
漱
石
の
理
論
や
思
想
の
源
泉
の
一
つ
と
し

て
注
目
し
て
き
た
の
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
（D

avid H
um

e, 
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一
七
一
一
〜
一
七
七
六
）
を
は
じ
め
と
す
る
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
哲
学
で
あ

る
。た

と
え
ば
、
評
論
家
の
瀬
沼
茂
樹
は
、「
漱
石
は
、
英
国
経
験
論
に
学
び
、

意
識
そ
の
も
の
、
認
識
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
ヒ
ュ
ウ
ム
的
懐
疑
論
に
も
、

ス
ペ
ン
サ
的
決
定
論
に
も
満
足
で
き
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
リ
ヤ
ム
・
ジ
ェ

イ
ム
ズ
の
「
意
識
の
連
続
」
を
採
り
あ
げ
、
い
わ
ゆ
る
根
本
的
経
験
論
に
近

い
立
場
を
採
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か

（
３
）
」
と
主
張
し
、
漱
石
の
思
想
の
営
み

の
意
義
を
「
ヒ
ュ
ウ
ム
的
懐
疑
論
」
か
ら
の
「
脱
却
」
に
見
出
し
て
い
る
。

し
か
し
瀬
沼
の
指
摘
は
一
般
論
に
留
ま
る
上
、
漱
石
が
学
ん
だ
と
い
う
「
英

国
経
験
論
」
の
内
容
と
、
漱
石
が
克
服
し
た
と
い
う
「
ヒ
ュ
ウ
ム
的
懐
疑
論
」

の
内
実
と
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
漱
石
の
思
想
と
イ
ギ
リ
ス

経
験
論
と
の
関
係
は
十
分
に
明
ら
か
で
は
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
小
森
陽
一
は
、
英
文
学
者
・
富
山
太
佳
夫
と
の
対
談
で
「
ど
う
も
漱

石
が
哲
学
的
な
基
礎
に
し
た
存
在
と
し
て
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
が

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。『
文
学
論
』で
は
か
な
り
陰
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、『
英

文
学
形
式
論
』
で
は
前
面
に
出
て
い
る
わ
け
で
す
ね

（
４
）
」
と
発
言
し
、
漱
石
の

理
論
の
「
哲
学
的
な
基
礎
」
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
に
関
連
す
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

同
様
に
英
文
学
者
の
山
中
信
夫
も
、
漱
石
の
文
学
理
論
と
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲

学
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
る
。
山
中
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
『
人
間
本
性
論
（A 

Treatise of H
um

an N
ature

）』（
一
七
三
九
）
の
「
印
象
」
と
「
観
念
」
の
定

義
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
文
学
論
』
の
「
印
象
又
は
観
念
」
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲

学
に
由
来
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
山
中
は
、「H

um
e

的
な
視
座
」

が
漱
石
の
『
文
学
論
』
を
解
釈
す
る
際
に
「
根
本
的
に
は
か
な
り
有
効
だ
と

い
う
結
論
に
な
り
そ
う
で
あ
る
」
と
推
論
す
る

（
５
）
。

さ
ら
に
野
網
摩
利
子
も
『
文
学
論
』
の
「
印
象
又
は
観
念
」
に
つ
い
て
、「
漱

石
が
『
文
学
評
論
』
で
大
き
く
取
り
上
げ
る
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
経
験
主
義

の
哲
学
者
の
一
人
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
が
漱
石
の
概
念
形
成
に
大

き
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
い

（
６
）
」
と
主
張
す
る
。

確
か
に
小
森
や
山
中
、
野
網
ら
が
指
摘
す
る
通
り
、『
文
学
論
』
の
「
印
象

又
は
観
念
」
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
か
ら
着
想
の
一
部
を
得
て
成
立
し
た
蓋

然
性
は
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
用
語
の
表
層
的
な
類
似
の
指
摘

を
越
え
て
、
漱
石
の
文
学
理
論
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
の
受
容
の
上
に
形
成
さ

れ
た
こ
と
を
実
証
す
る
に
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
の
具
体
的
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
の
思
想
史
的
な
意
義

を
十
分
に
検
討
し
、
そ
の
内
情
に
即
し
て
漱
石
の
文
学
理
論
と
の
関
連
を
考

察
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
面
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
小
森
陽
一
は
先
の
発
言
に
続
け
て
、『
文
学
論
』
の
「
印
象
又

は
観
念
」
の
う
ち
、
一
方
の
「
印
象
」
を
「
現
実
や
外
界
の
身
体
的
に
知
覚
す

る
領
域
」や「
経
験
的
知
覚
」と
し
て
理
解
し
、
他
方
の「
観
念
」を
言
語
の「
記

号
的
領
域
」
と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
解
釈
を
提
示
す
る
。

同
様
に
小
森
は
、
漱
石
の
文
学
概
念
で
は
「「
印
象
」
と
「
観
念
」
と
い
う
、

そ
れ
ま
で
の
知
の
枠
組
の
中
で
は
、
ま
っ
た
く
対
極
に
あ
っ
た
は
ず
の
対
立

概
念
が
、「
又
は
」
と
い
う
接
続
詞
に
よ
っ
て
並
列
さ
せ
ら
れ
て
い
る

（
７
）
」
と
も

主
張
し
、「
印
象
」
と
「
観
念
」
と
の
「
対
立
概
念
」
を
接
合
し
た
点
に
『
文

学
論
』
の
独
創
と
意
義
と
を
認
め
て
い
る
。

し
か
し
小
森
の
議
論
は
、「
印
象
」
と
「
観
念
」
と
に
「
現
在
の
我
々
の
考

え
方
（
８
）
」
を
投
影
し
て
お
り
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
に
正
確
に
依
拠
し
て
い
る
と

二
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は
言
い
難
い
。
本
稿
が
後
に
確
認
す
る
通
り
、「
印
象
」
と
「
観
念
」
と
を
「
対

立
概
念
」
と
し
て
捉
え
る
解
釈
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
に
照
ら
せ
ば
妥
当
で

は
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
特
に
「
観
念
」
の
語
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
に
限
ら
ず
、
ジ
ョ
ン
・

ロ
ッ
ク
（John Locke,

一
六
三
二
〜
一
七
〇
四
）
や
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ク

リ
ー
（G

eorge B
erkeley, 

一
六
八
五
〜
一
七
五
三
）
の
哲
学
に
も
共
通
す
る
、

イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
最
も
基
礎
的
で
重
要
な
用
語
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
漱
石
の
文
学
理
論
の
「
印
象
」
と
「
観
念
」
と
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
に
留

ま
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
系
譜
と
思
想
史
的
な
文
脈
と
を
視
野
に
入
れ
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
課
題
・
問
題
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
は
、
特
に
〈
印
象
〉〈
観

念
〉〈
情
緒
〉
の
概
念
に
着
目
し
、
漱
石
の
文
学
理
論
と
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
哲

学
と
を
対
比
・
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漱
石
の
理
論
の
意
義
と
特
質
と

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
た
だ
し
、
本
稿
の
関
心
は
、
漱
石
の
文

学
理
論
の
起
源
を
実
証
的
に
同
定
す
る
点
に
は
な
い
。
す
で
に
示
唆
し
た
よ

う
に
、
心
理
学
や
社
会
学
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
学
問
・
思
想
の
摂
取
（
折

衷
）
の
上
に
構
想
さ
れ
た
漱
石
の
文
学
理
論
は
、
単
一
の
起
源
へ
の
還
元
を

拒
否
す
る
側
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
の
意
図
は
む
し
ろ
、〈
印
象
〉〈
観
念
〉〈
情
緒
〉
の
概
念
を
参
照
点
と
し
、

漱
石
の
文
学
理
論
と
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
と
の
差
異
と
類
似
と
を
際
立
た
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
漱
石
の
〈
文
学
の
哲
学
〉
が
拠
っ
て
立
つ
哲
学
的
な
基
盤

を
再
構
築
す
る
点
に
あ
る
。

一　

デ
カ
ル
ト
哲
学
の
「
観
念
」

漱
石
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
講
義
に
基
づ
く
『
文
学
評
論
』
の
「
第
二
編

　
一
　
十
八
世
紀
に
於
け
る
英
国
の
哲
学
」
で
、
一
八
世
紀
の
英
文
学
を
産

ん
だ
文
化
的
・
思
想
的
背
景
の
一
環
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
を
取
り
上
げ
、

次
の
通
り
言
及
す
る
。

　
ジ
ヨ
ン
、
ロ
ツ
ク
（John Locke. 1632-1704

）。
年
代
か
ら
云
へ

ば
ロ
ツ
ク
の
有
名
な
著
書
『
人
間
の
悟
性
に
関
す
る
論
文
』（Essay 

concerning H
um

an U
nderstanding

）
は
千
六
百
九
十
年
の
出
版
で
あ

る
か
ら
、
詰
り
十
八
世
紀
で
は
な
い
、
十
七
世
紀
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
実
際
彼
の
十
八
世
紀
に
於
け
る
影
響
は
大
い
な
る
者
で
、

バ
ー
ク
レ
ー
の
説
は
ロ
ツ
ク
か
ら
出
立
し
、
ヒ
ユ
ー
ム
の
説
は
又
バ
ー

ク
レ
ー
か
ら
出
立
す
る
訳
で
あ
る
か
ら
し
て
、
ロ
ツ
ク
を
十
八
世
紀
の

哲
学
者
と
し
て
論
ず
る
の
は
別
段
不
合
理
の
事
は
な
い
と
思
ふ
。
そ
こ

で
ロ
ツ
ク
の
説
は
ど
こ
か
ら
縁
を
引
い
て
居
る
か
と
云
ふ
と
デ
カ
ル
ト

（D
escartes

）
か
ら
来
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
デ
カ
ル
ト
は
一
方
に
於

て
吾
人
は
吾
人
の
心
中
に
於
て
天
イ
ン
ネ
ー
ト賦 

、観ア
イ
デ
ア念
が
あ
り
得
る
と
云
ふ
事
を
仮

定
し
た
。
吾
人
が
若
し
物
を
あ
る
が
儘
に

0

0

0

0

0

0

0

知
り
得
る
な
ら
ば

―
経
験

0

0

と
独
立
し
て
真
理
を
認
む
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば

―
其
知
識
は
誰

に
も
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
断
じ
た
。
此
論
法
を
引
つ
く
り
返
せ

ば
か
う
な
る
。
各
人
に
同
じ
き
者
は
経
験
と
独
立
し
た
者
で
あ
る
。
例

へ
ば
数
学
の
第
一
原
理
の
如
き
は
普
遍
で
絶
対
な
真
理
で
、
全
く
経
験

か
ら
独
立
し
た
者
で
あ
る
。
だ
か
ら
哲
学
者
も
数
学
者
の
様
に
自
分
の
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取
扱
ふ
問
題
に
就
て
公
理
と
も
云
ひ
得
べ
き
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
を
発

見
し
て
夫
れ
か
ら
出
立
し
た
な
ら
ば
数
学
程
に
精
密
な
学
問
が
出
来
る

だ
ら
う
。

―
是
れ
が
デ
カ
ル
ト
の
考
で
あ
る
。
そ
こ
で
デ
カ
ル
ト
は

色
々
な
推
理
の
末
、
三
つ
の
実
在
を
得
た
。
即
ち
神
ゴ
ツ
ド
、
心
ソ
ー
ル
、
物
マ
タ
ー
、
で
あ

る
。

　
そ
こ
へ
ロ
ツ
ク
が
出
て
来
て
、
こ
の
天
賦
観
念
の
説
を
駁
し
た
の
で

あ
る
。
次
に
バ
ー
ク
レ
ー
が
出
て
来
て
彼
の
実
在
の
説
を
駁
し
た
の
で

あ
る
。
最
後
に
ヒ
ユ
ー
ム
が
出
て
実
在
の
残
り
者
を
打
ち
壊
し
た
の
で

あ
る

（
９
）
。

漱
石
は
、「
バ
ー
ク
レ
ー
の
説
は
ロ
ツ
ク
か
ら
出
立
し
、
ヒ
ユ
ー
ム
の
説
は

ま
た
バ
ー
ク
レ
ー
か
ら
出
立
す
る
」
と
述
べ
た
上
で
「
ロ
ツ
ク
の
説
は
ど
こ
か

ら
縁
を
引
い
て
居
る
か
と
云
ふ
と
デ
カ
ル
ト
（D
escartes
）
か
ら
来
た
」
と
主

張
し
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
は
デ
カ
ル
ト
哲
学
の
延
長
上
に
成
立
し
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
前
提
と
し
て
、
本
稿
の

目
的
に
関
係
す
る
範
囲
で
デ
カ
ル
ト
哲
学
を
概
観
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

デ
カ
ル
ト
が
西
洋
哲
学
に
も
た
ら
し
た
新
し
い
課
題
は
、
認
識
対
象
（
外

界
）
と
認
識
主
観
（
精
神
）
と
の
関
係
を
解
明
し
、
知
識
や
学
問
の
確
実
な

根
拠
を
定
立
す
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
の
認
識
論
で
は
、
精
神

が
直
接
に
知
覚
し
、
思
考
す
る
対
象
は
外
界
で
は
な
く
、
外
界
を
表
象
す
る

「
観
念
」
で
あ
る
と
位
置
付
け
直
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
デ
カ
ル
ト
が
提
起
し

た
新
し
い
問
題
の
構
制
は
、「
認
識
論
的
転
回
（epistem

ological turn

）」
と

も
呼
ば
れ
る）

10
（

。
哲
学
研
究
者
の
伊
藤
邦
武
は
、
デ
カ
ル
ト
の
哲
学
が
西
洋
哲

学
史
に
占
め
る
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

　
哲
学
の
中
心
に
認
識
論
を
据
え
る
と
同
時
に
、
人
間
の
精
神
、
特
に

そ
の
数
学
的
知
性
の
働
き
を
身
体
か
ら
絶
対
的
に
切
り
離
し
て
し
ま
う

こ
と

―
。
こ
の
こ
と
を
誰
よ
り
も
も
っ
と
も
大
胆
に
遂
行
し
た
の
は
、

一
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
デ
カ
ル
ト
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
精
神

を
物
質
的
世
界
全
体
か
ら
切
り
離
し
て
、
そ
れ
が
対
象
と
し
て
直
接
に

知
覚
す
る
の
は
、
物
質
と
は
根
本
的
に
別
の
存
在
で
あ
る
、
心
の
内
な

る
「
観
念
」
だ
と
主
張
し
た
。
デ
カ
ル
ト
の
後
の
近
代
哲
学
者
は
誰
も
が

皆
、
カ
ン
ト
の
時
代
に
至
る
ま
で
、「
精
神
は
直
接
に
は
観
念
を
知
覚
の

対
象
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
外
的
世
界
を
間
接
的
に
表
象
す
る
」
と
い

う
、
こ
の
デ
カ
ル
ト
流
の
モ
デ
ル
を
全
面
的
に
踏
襲
し
た
。
デ
カ
ル
ト

は
精
神
―
観
念
―
外
界
と
い
う
認
識
モ
デ
ル
の
創
始
者
で
あ
る
と
い
う
、

ま
さ
に
こ
の
理
由
か
ら
し
て
、「
近
代
哲
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ

わ
し
い
哲
学
者
な
の
で
あ
る）

11
（

。

伊
藤
に
従
え
ば
、
デ
カ
ル
ト
は
、
古
代
の
プ
ラ
ト
ン
哲
学
や
中
世
の
キ
リ

ス
ト
教
神
学
か
ら
受
け
継
が
れ
た
伝
統
的
な
「
観
念
」
の
用
法
を
刷
新
し
、「
観

念
」
を
人
間
の
精
神
が
知
覚
し
、
思
考
す
る
対
象
と
し
て
再
定
義
し
た
。
デ

カ
ル
ト
は
、
古
代
・
中
世
以
来
の
超
越
的
・
形
而
上
的
な
原
理
で
あ
っ
た
「
観

念
」
を
転
回
し
、
人
間
の
認
識
の
原
理
に
移
し
変
え
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
の
哲
学
に
よ
っ
て
「
観
念
」
は
人
間
の
認
識
の
原
理
と
し

て
「
精
神
」
と
「
外
界
」
と
を
媒
介
す
る
機
能
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し

て
伊
藤
が
示
す
通
り
、
こ
の
よ
う
な
精
神
と
観
念
と
外
界
と
の
三
項
関
係
が
、

デ
カ
ル
ト
以
後
の
認
識
論
の
基
本
的
な
構
図
と
な
る
。

以
上
の
通
り
、
デ
カ
ル
ト
の
哲
学
で
は
「
観
念
」
と
は
人
間
の
認
識
の
原

三
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理
で
あ
り
、
精
神
が
知
覚
し
、
思
考
す
る
対
象
で
あ
る
。
た
だ
し
、
デ
カ
ル

ト
の
「
思
考
」
は
極
め
て
多
様
な
内
容
を
含
意
す
る
。

デ
カ
ル
ト
は
、
主
著
『
省
察
』（
一
六
四
一
）
の
「
第
三
省
察
」
で
、「
観
念
」

に
つ
い
て
、「
私
の
意
識
の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
、
い
わ
ば
事
物
の
像
で
あ
り
、

そ
れ
の
み
が
本
来
、
観
念
の
名
に
適
合
す
る）

12
（

」
と
主
張
す
る
一
方
で
、
さ
ら

に
、「
意
志
」「
感
情
」「
判
断
」
を
も
意
識
の
対
象
と
し
て
「
観
念
」
の
中
に

包
含
す
る
。
ま
た
、
デ
カ
ル
ト
は
、『
省
察
』
の
第
二
版
（
一
六
四
二
）
に
附

し
た
「
第
二
答
弁
」
で
は
、「
観
念 idea 

と
い
う
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
考
の

形
相
の
こ
と
で
あ
り
、
形
相
を
直
接
的
に
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は

当
の
思
考
そ
の
も
の
を
意
識
す
る）

13
（

」
と
定
義
す
る
。
つ
ま
り
、
デ
カ
ル
ト
の
哲

学
で
は
「
観
念
」
と
は
「
思
考
の
形
相
」
で
あ
り
、「
思
考
の
形
相
」
と
は
端

的
に
は
、
意
識
の
中
の
「
事
物
の
像
」
を
指
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
意
志
・

感
情
・
判
断
な
ど
を
も
包
摂
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
デ
カ
ル
ト
の
多
様
な
「
思
考
」
の
用
法
に
つ
い
て
、
哲
学
研

究
者
の
伊
勢
俊
彦
は
、「
デ
カ
ル
ト
は
、
人
間
の
本
質
は
身
体
と
区
別
さ
れ
た

精
神
に
あ
り
、
さ
ら
に
思
考
が
精
神
の
本
質
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
際
の
「
思

考
」
は
、
狭
義
の
知
性
の
作
用
と
並
ん
で
、
判
断
、
欲
求
、
想
像
、
感
覚
の

働
き
を
含
む）

14
（

」
と
指
摘
す
る
。
同
様
に
先
の
伊
藤
邦
武
も
ま
た
、
デ
カ
ル
ト

の
「
思
考
」
を
「
一
切
の
精
神
活
動
を
含
む
」
と
し
て
次
の
通
り
主
張
す
る
。

　
二
種
類
の
存
在
者
、
二
つ
の
実
体
の
う
ち
、
そ
の
一
方
を
構
成
す
る

精
神
の
本
質
は
、
何
か
を
思
考
す
る
こ
と
で
あ
る
。
精
神
と
は
「
思
考

す
る
も
の
（
レ
ス
・
コ
ギ
タ
ン
ス
）」
で
あ
る
。
思
考
と
は
、
知
的
な
主

題
に
つ
い
て
推
論
的
に
考
え
た
り
計
算
し
た
り
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

感
じ
る
こ
と
、
感
覚
的
に
知
覚
す
る
こ
と
、
意
志
す
る
こ
と
、
想
起
し

た
り
予
想
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
の
一
切
の
精
神
活
動
を
含
む
。
こ
れ

ら
が
す
べ
て
「
思
考
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
こ
の
働
き
に
は
つ
ね
に
「
意

識
」
が
伴
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
思
考
の
働
き
と
は
端
的
に
言
っ
て

意
識
が
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

15
（

。

以
上
、
概
観
し
て
き
た
通
り
、
デ
カ
ル
ト
が
指
示
す
る
「
思
考
」
は
、
人

間
の
精
神
の
知
的
な
側
面
の
み
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
判
断
、
欲
求
、

想
像
、
感
覚
、
意
志
、
想
起
、
予
想
な
ど
を
も
含
む
「
一
切
の
精
神
活
動
」

を
あ
ら
わ
す
。
そ
し
て
、
デ
カ
ル
ト
に
よ
っ
て
新
た
に
定
義
さ
れ
た
「
思
考
」

の
対
象
と
し
て
の
「
観
念
」
は
、
基
本
的
に
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
、
ジ
ョ
ー

ジ
・
バ
ー
ク
リ
ー
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
の
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
議

論
の
出
発
点
と
な
る
の
で
あ
る
。

二　

イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
「
観
念
」
と
「
印
象
」

イ
ギ
リ
ス
経
験
論
は
、
デ
カ
ル
ト
が
人
間
の
認
識
の
原
理
と
し
て
再
規
定

し
た
「
観
念
」
を
踏
襲
し
、
精
神
と
「
観
念
」
と
の
関
係
や
、「
観
念
」
と
外

界
と
の
関
係
、
さ
ら
に
「
観
念
」
相
互
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
を
主
要
な

哲
学
上
の
課
題
と
し
た
。
た
だ
し
、
哲
学
研
究
者
の
一
ノ
瀬
正
樹
が
、「「
観

念
」
は
、
最
も
基
本
的
な
用
語
で
あ
り
な
が
ら
、
最
も
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
概

念
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
ロ
ッ
ク
哲
学
の
理
解
は
、
結
局
は
「
観
念
」
を
ど

う
と
ら
え
る
か
に
か
か
っ
て
い
る）

16
（

」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
観
念
」
の
解
釈

を
め
ぐ
っ
て
現
在
ま
で
議
論
が
続
い
て
い
る
。
本
稿
は
、「
観
念
」
に
関
す
る

哲
学
上
の
論
争
の
細
部
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
は
、
あ
く
ま

三
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で
も
漱
石
の
『
文
学
評
論
』
の
記
述
を
参
照
し
つ
つ
、
ロ
ッ
ク
、
バ
ー
ク
リ
ー
、

ヒ
ュ
ー
ム
の
「
観
念
」
お
よ
び
「
印
象
」
の
定
義
を
通
覧
し
た
い
。

第
一
に
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
は
、
主
著
『
人
間
知
性
論
（An Essay 

concerning H
um

an U
nderstanding

）』（
一
六
八
九
）
の
第
一
巻
「
生
得
観
念

に
つ
い
て
（O

f Innate N
otions

）」
の
「
序
論
」
で
「
観
念
」
を
、「
お
よ
そ

人
間
が
考
え
る
と
き
知
性（understanding

）の
対
象
」と
な
る
す
べ
て
の
も
の
、

あ
る
い
は
、「
心
象
（phantasm
）、
思
念
（notion

）、
形
象
（species

）
の
意

味
す
る
い
っ
さ
い
を
、
い
い
か
え
る
と
、
思
考
（thinking

）
に
さ
い
し
て
心

（m
ind

）
が
た
ず
さ
わ
る
こ
と
の
で
き
る
い
っ
さ
い
を
、
表
現
す
る）

17
（

」
と
極
め

て
広
く
定
義
す
る
。

ま
た
、
ロ
ッ
ク
は
、『
人
間
知
性
論
』
第
二
巻
「
観
念
に
つ
い
て
（O

f 
Ideas

）」
の
第
八
章
で
も
、「
い
っ
た
い
、
心
が
自
分
自
身
の
う
ち
に
知
覚
す

る
も
の
、
い
い
か
え
る
と
、
知
覚
と
か
思
惟
と
か
知
性
と
か
の
直
接
対
象
で

あ
る
も
の
、
こ
れ
を
私
は
観
念
と
呼
ぶ）

18
（

」
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
人
間

の
「
心
」（
精
神
）
が
直
接
に
知
覚
し
、
思
考
す
る
対
象
と
し
て
の
「
観
念
」
は
、

デ
カ
ル
ト
の
「
観
念
」
の
定
義
を
引
き
継
い
で
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
ロ
ッ
ク
は
、「
観
念
」
の
源
泉
に
つ
い
て
、
デ
カ
ル
ト
が
主
張
し

た
よ
う
な
「
生
得
観
念
」
説
を
批
判
す
る
。「
生
得
観
念
」
説
と
は
、
端
的
に

は
、「
人
間
の
心
に
捺
印
さ
れ
た
文
字
〔
な
い
し
刻
印
〕
が
あ
っ
て
、
霊
魂
は

そ
も
そ
も
の
在
り
始
め
に
こ
れ
を
受
け
と
っ
て
、
世
に
携
え
て
く
る）

19
（

」、「
あ
る

思
念
が
本
原
的
に
心
の
そ
も
そ
も
初
め
の
構
造
で
心
へ
自
然
に
〔
生
得
的
に
〕

印
銘
さ
れ
て
い
る）

20
（

」
こ
と
を
認
め
る
立
場
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
は
、
こ
の
よ
う
な
知
識
の
普
遍
性
を
擁
護
す
る
「
生
得
観
念
」
説

を
否
定
し
、「
心
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
文
字
を
ま
っ
た
く
欠
い
た
白
紙
」
で
あ

る
と
い
う
命
題
を
提
示
し
た
上
で
、
精
神
の
中
の
「
観
念
」
は
す
べ
て
、「
感

覚
（sensation

）」
ま
た
は
「
内
省
（reflection

）」
と
い
う
二
種
類
の
「
経
験

（experience

）」
を
通
じ
て
獲
得
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る）

21
（

。
つ
ま
り
、
ロ
ッ

ク
は
、「
観
念
」
の
起
源
を
「
感
覚
」
と
「
内
省
」
の
二
つ
の
「
経
験
」
に
帰

属
さ
せ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
感
覚
」
の
「
経
験
」
と
「
内
省
」
の
「
経
験
」

と
が
人
間
の
精
神
に
「
観
念
」
を
産
み
出
す
の
で
あ
る
。

以
上
の
ロ
ッ
ク
の
哲
学
に
つ
い
て
、
漱
石
は
『
文
学
評
論
』
で
、「
天
賦
観

念
を
否
定
し
て
か
か
つ
た
ロ
ツ
ク
の
立
場
は
自
か
ら
明
瞭
で
、
人
の
知
る
如

く
、
彼
の
考
に
よ
る
と
、
凡
て
の
観
念
は
、
必
ず
感セ
ン
セ
ー
シ
ヨ
ン

覚
性
と
反リ
フ
レ
ク
シ
ヨ
ン

思
性
の
二
つ

を
通
し
て
、
経
験
を
待
つ
て
始
め
て
得
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
な
つ
て
居
る）

22
（

」
と

指
摘
す
る
。

第
二
に
、
漱
石
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ク
リ
ー
の
哲
学
を
「
唯
心
主
義
」
と

指
摘
し
、
バ
ー
ク
リ
ー
の
主
張
を
「
観
念
こ
そ
実
在
で
あ
る
。
物
質
こ
そ
毫

も
実
在
を
有
し
て
居
ら
ぬ
。
外
界
の
存
在
と
称
す
る
者
は
こ
の
観
念
が
或
一

定
の
方
法
で
倶
発
し
、
若
く
は
連
続
す
る
の
謂
に
外
な
ら
ぬ）

23
（

」
と
要
約
す
る
。

バ
ー
ク
リ
ー
の
『
人
知
原
理
論
（A Treatise concerning the Principles of 

H
um

an K
now

ledge

）』（
一
七
一
〇
）
は
、
デ
カ
ル
ト
や
ロ
ッ
ク
の
哲
学
を
踏

ま
え
、「
観
念
」
を
人
間
の
知
識
（hum

an know
ledge

）
の
対
象
と
定
義
す

る
。
そ
し
て
、
バ
ー
ク
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
知
識
と
は
、「
諸
感
覚
に
与
え
ら
れ

る
（im

printed on senses

）」
も
の
、
ま
た
、「
心
の
情
緒
（passions

）
や
作

用
」
に
伴
っ
て
知
覚
さ
れ
る
も
の
、
さ
ら
に
、
知
覚
さ
れ
た
も
の
を
「
記
憶

（m
em

ory
）
と
想
像
（im

agination

）」
を
通
じ
て
、
結
合
し
た
り
、
分
割
し

た
り
、
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。

三
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た
と
え
ば
、
人
間
の
精
神
は
、「
色
彩
・
味
・
香
・
形
状
・
堅
さ
」
な
ど
の

「
感
覚
」
に
基
づ
く
諸
「
観
念
」
を
集
合
し
、
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
林

檎
」
と
い
う
「
可
感
的
（sensible

）」
な
「
一
つ
の
事
物
」
を
構
成
す
る
。
そ

し
て
バ
ー
ク
リ
ー
は
、
そ
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
た「
事
物
」は「
観
念
」と
し
て
、

「
快
い
か
不
快
適
で
あ
る
か
に
従
っ
て
、
愛
憎
・
憎
悪
・
喜
悦
・
悲
哀
な
ど
の

情
緒
（passions

）
を
喚
起
す
る
」
と
も
指
摘
す
る）

24
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さ
ら
に
続
け
て
、
バ
ー
ク
リ
ー
は
「
事
物
」
が
存
在
す
る
と
い
う
常
識
を

転
倒
し
、「
事
物
の
存
在
す
る
と
は
知
覚
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
そ
う
し
た
事
物
が
心
の
外
で
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
を
知
覚
す
る
と
こ

ろ
の
思
考
す
る
事
物
の
外
で
、
か
り
そ
め
に
も
存
在
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る）

25
（

」、
ま
た
、「
一
言
で
い
え
ば
世
界
の
巨
大
な
仕
組
み
を
構
成
す
る
す
べ

て
の
物
体
は
、
心
の
外
に
少
し
も
存
立
し
な
く
、
物
体
の
在
る
こ
と
は
知
覚

さ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
知
ら
れ
る
こ
と）

26
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」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

以
上
の
通
り
、
バ
ー
ク
リ
ー
は
、
デ
カ
ル
ト
が
提
示
し
た
精
神
と
観
念
と

外
界
と
の
三
項
関
係
の
構
図
の
う
ち
、
人
間
の
精
神
の
「
知
覚
」
に
依
存
し

な
い
独
立
の
「
事
物
」
や
「
世
界
」
を
否
定
し
、
漱
石
が
指
摘
す
る
通
り
、「
観

念
こ
そ
実
在
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
一
七
三
九
年
に
刊
行
し
た
『
人

間
本
性
論
（A Treatise of H

um
an N

ature

）』
第
一
巻
「
知
性
に
つ
い
て
（O

f 
the U

nderstanding

）」
の
中
で
、
デ
カ
ル
ト
以
降
の
「
観
念
」
の
用
語
を
更
新

し
、「
観
念
」
と
「
印
象
」
の
関
係
の
問
題
や
、
単
純
な
「
印
象
」
や
「
観
念
」

を
結
合
（
連
合
）
し
、
よ
り
複
雑
な
「
印
象
」「
観
念
」
を
作
り
出
す
法
則
（「
観

念
連
合
（association of ideas

）」）
を
主
題
的
に
考
察
す
る
。

ヒ
ュ
ー
ム
は
、
ま
ず
人
間
の
精
神
に
あ
ら
わ
れ
る
対
象
を
従
来
の
「
観
念
」

か
ら
「
知
覚
（perception

）」
へ
と
名
称
の
変
更
を
し
た
上
で
、
次
の
引
用
の

通
り
「
知
覚
」
を
さ
ら
に
「
印
象
」
と
「
観
念
」
と
に
区
分
す
る
。

極
め
て
勢
よ
く
烈
し
く
入
っ
て
来
る
知
覚
は
、
こ
れ
を
印
象
と
名
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
私
は
、
初
め
て
心
に
出
現
し
た
感
覚
・
情

緒
・
情
感
の
一
切
を
こ
の
印
象
と
い
う
名
称
の
下
に
包
括
す
る
。
ま
た

私
は
観
念
を
以
て
、
思
考
や
推
理
に
於
け
る
こ
れ
ら
感
覚
・
情
緒
・
情

感
の
淡
い
影
像
を
意
味
す
る）

27
（

。

ヒ
ュ
ー
ム
の
指
示
す
る
「
知
覚
」
と
は
、
従
来
の
「
観
念
」
同
様
に
人
間

の
精
神
に
あ
ら
わ
れ
る
す
べ
て
の
対
象
を
含
む
、
極
め
て
広
義
の
概
念
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
知
覚
」
の
う
ち
、
一
方
の
「
印
象
」
は
「
観
念
」

に
先
立
ち
、
人
間
の
精
神
に
直
接
的
に
与
え
ら
れ
る
、
生
き
生
き
と
し
た
「
感

覚
・
情
緒
・
情
感
の
一
切
」
を
意
味
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
も
う
一
方
の
「
観

念
」
は
、「
印
象
」
が
記
憶
や
想
像
の
中
で
再
現
・
再
生
さ
れ
る
「
淡
い
影
像
」

の
こ
と
で
あ
る
。

ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、「
印
象
」と「
観
念
」と
の
違
い
は「
活
力
と
活
気（force 

and vivacity

）」
の
程
度
の
差
で
あ
り
、「
観
念
」
は
原
則
的
に
は
「
印
象
」
か

ら
生
じ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
印
象
」
と
は
経
験
的
な
感
覚
や
感
情

を
意
味
し
、「
観
念
」
と
は
「
印
象
」
か
ら
形
成
さ
れ
た
知
識
や
概
念
を
あ
ら

わ
す
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

同
様
に
ヒ
ュ
ー
ム
は
、『
人
間
本
性
論
』
第
一
巻
を
書
き
改
め
た
『
人
間
知

性
研
究
（An Enquiry concerning H

um
an U

nderstanding

）』（
一
七
四
八
）

で
も
、「
印
象
」
と
「
観
念
」
と
の
差
異
を
次
の
引
用
の
通
り
「
わ
れ
わ
れ
の

三
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一
切
の
よ
り
生
き
生
き
と
し
た
諸
知
覚
」
と
「
不
活
発
な
知
覚
」
の
差
異
に

求
め
て
い
る
。

（
前
略
）
私
は
、
印
象
と
い
う
名
辞
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
聞
く
、
見

る
、
感
じ
る
、
愛
す
る
、
憎
む
、
欲
す
る
、
意
志
す
る
と
き
の
、
わ
れ

わ
れ
の
一
切
の
よ
り
生
き
生
き
と
し
た
諸
知
覚
を
意
味
す
る
。
そ
し
て

印
象
は
観
念
と
区
別
さ
れ
る
が
、
観
念
と
は
よ
り
不
活
発
な
知
覚
で
あ

り
、
そ
れ
ら
を
わ
れ
わ
れ
は
上
述
に
述
べ
た
よ
う
な
感
覚
な
い
し
〔
心
の

受
け
た
〕
運
動
の
い
ず
れ
か
を
反
省
す
る
と
き
に
意
識
す
る
の
で
あ
る）

28
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そ
し
て
、
さ
ら
に
ヒ
ュ
ー
ム
は
「
印
象
」
を
「
感
覚
の
印
象
（
原
生
的

印
象
、im

pressions of sensation

）」
と
「
内
省
の
印
象
（
二
次
的
印
象
、

im
pressions of reflection

）」
と
に
区
分
す
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
れ
ば
「
感
覚

の
印
象
」
と
は
「
一
切
の
感
官
印
象
と
一
切
の
身
体
的
快
苦
」
で
あ
る
の
に

対
し
、「
内
省
の
印
象
」
は
「
も
ろ
も
ろ
の
情
緒
や
そ
れ
に
類
似
の
情
感
」
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ヒ
ュ
ー
ム
は
、「
情
緒
」
や
「
情
感
」
な
ど
の
「
内
省

の
印
象
」
は
、「
感
覚
の
印
象
」
や
「
感
覚
の
印
象
」
か
ら
変
化
し
た
「
観
念
」

を
媒
介
と
し
て
生
じ
る
と
指
摘
す
る）

29
（

。

以
上
の
ヒ
ュ
ー
ム
の
指
摘
に
従
え
ば
、「
感
覚
の
印
象
」
は
「
観
念
」
に
転

換
し
、
さ
ら
に
そ
の
「
観
念
」
が
「
内
省
の
印
象
」（「
情
緒
」）
を
産
み
出
し

て
い
く
場
合
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
で
は
「
印
象
」
と
「
観
念
」
と
は
決
し
て

対
立
概
念
で
は
な
く
、
両
者
は
連
続
・
連
鎖
し
て
い
く
関
係
に
あ
る
。
こ
の

点
で
、
先
に
示
し
た
小
森
陽
一
の
「
印
象
」
と
「
観
念
」
の
解
釈
は
適
切
で

は
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う）

30
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以
上
の
概
観
の
通
り
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
『
人
間
本
性
論
』
第
一
巻
で
は
、
人

間
の
「
知
覚
」
の
対
象
で
あ
る
「
印
象
」
と
「
観
念
」
と
の
関
係
が
考
察
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
ヒ
ュ
ー
ム
は
、『
人
間
本
性
論
』
第
二
巻
「
情
緒
に
つ
い

て
（O

f Passions

）」
で
は
、
人
間
の
「
情
緒
」（「
内
省
の
印
象
」）
に
備
わ
る

普
遍
的
な
法
則
と
本
質
と
を
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
、
さ
ら
に
第
三
巻
「
道

徳
に
つ
い
て
（O

f M
orals

）」
で
は
、
第
一
巻
と
第
二
巻
の
議
論
を
踏
ま
え
た

上
で
、
道
徳
判
断
の
根
拠
を
「
感
情
」「
情
緒
」
に
求
め
る
道
徳
哲
学
を
展
開

す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
「
観
念
」「
印
象
」
を
概
括
し
て
お
こ

う
。
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
は
デ
カ
ル
ト
の
哲
学
を
起
点
と
し
、
人
間
の
精
神
と

「
観
念
」
と
外
界
と
の
三
項
関
係
に
つ
い
て
各
々
固
有
の
認
識
論
を
展
開
し
た
。

た
だ
し
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
は
共
通
し
て
デ
カ
ル
ト
哲
学
と
同
様
に
人
間
の

認
識
の
基
盤
に
、
精
神
が
思
考
し
・
知
覚
す
る
対
象
と
し
て
の「
観
念
」や「
印

象
」
を
据
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
認
識
論
の
「
観
念
」
や
「
印
象
」

は
大
局
的
に
は
、
人
間
の
知
的
な
認
識
の
側
面
の
み
な
ら
ず
、
判
断
、
欲
求
、

想
像
、
感
覚
、
意
志
、
想
起
、
予
想
、
情
緒
、
情
感
な
ど
、
人
間
の
精
神
が

思
考
し
・
知
覚
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
を
包
摂
す
る
、
極
め
て
広
い
概
念
で

あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

三　

夏
目
漱
石
の
文
学
理
論
に
お
け
る
〈
観
念
〉
と
〈
印
象
〉

以
上
の
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
「
観
念
」
と
「
印
象
」
に
対
比
・
対
照
さ
せ
、

夏
目
漱
石
の
〈
文
学
の
哲
学
〉
の
特
徴
を
検
討
し
よ
う
。
改
め
て
確
認
す
れ
ば
、

漱
石
は
『
文
学
論
』
の
冒
頭
で
、
理
論
仮
説
（
公
準
）
と
し
て
の
「
文
学
的

三
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内
容
の
形
式
」（「
公
式
」）
を
次
の
通
り
定
義
し
た
。

凡
そ
文
学
的
内
容
の
形
式
は (F + f) 

な
る
こ
と
を
要
す
。
Ｆ
は
焦
点
的

印
象
又
は
観
念
を
意
味
し
、
ｆ
は
こ
れ
に
附
着
す
る
情
緒
を
意
味
す
。

さ
れ
ば
上
述
の
公
式
は
印
象
又
は
観
念
の
二
方
面
即
ち
認
識
的
要
素

（
Ｆ
）
と
情
緒
的
要
素
（
ｆ
）
と
の
結
合
を
示
し
た
る
も
の
と
云
ひ
得
べ

し）
31
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す
で
に
確
認
し
た
通
り
、
山
中
信
夫
や
野
網
摩
利
子
は
、『
文
学
論
』
の
「
印

象
又
は
観
念
」
の
用
語
に
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
の
影
響
を
認
め
て
い
た
。
確
か

に
「
認
識
的
要
素
（
Ｆ
）」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
「
印
象
又
は
観
念
」
は
、
表

層
的
な
用
語
の
類
似
か
ら
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
の
概
念
を
踏
襲
し
、
援
用
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
漱
石
の
文
学
理
論
の
脈
絡
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
漱
石
が
使
用

す
る
「
印
象
又
は
観
念
」（「
認
識
的
要
素
」）
は
、
単
純
に
ヒ
ュ
ー
ム
や
イ
ギ

リ
ス
経
験
論
の
用
語
法
に
倣
う
の
で
は
な
く
、
漱
石
の
理
論
の
構
想
に
応
じ

て
変
容
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
に
、
漱
石
の
文
学
理
論
の
「
認
識
的

要
素
」
の
内
実
と
定
義
に
関
わ
る
、
次
の
記
述
を
参
照
し
て
み
よ
う
。

(F + f)

…
…
文
学
ノ
内
容
（
材
料
）
ハ
此
形
ニreduce

サ
ル
ヽ
を
得
　

而
乄
Ｆ
ハ
吾
人
ノ
意
識
ニ
於focalize

サ
ル
ルcognitive elem

ent or 
presentation 

ニ
テ
モ
ヨ
ク
又
タrepresentation 

ニ
テ
モ
ヨ
キ
モ
ノ
ナ

リ
或
ハ im

age im
pression 

ニ
テ
モ
ヨ
クpercept 

ニ
テ
モ
ヨ
ケ
レ
バ 

concept 

ニ
テ
モ
ヨ
シ
只
此
ル
モ
ノ
ヽ cognitive elem

ent 

即
チ
理
由

ニ
作
ル
モ
ノ
ニ
テ
ヨ
シ
（
中
略
）
普
通
ニ
云
フ cognitive elem

ent or 
perception 

ニ
必
ス
シ
モ f 

ガ attach 

セ
ズ F 

丈
ノ
モ
ノ
モ
ア
ル
ナ
リ
例

ヘ
バ
単
に
幾
何
ニ
テ
云
フ
三
角
形
ノ idea 

ノ
如
キ
ハ F 

丈
ナ
リ）
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こ
の
記
述
は
東
京
帝
国
大
学
で
漱
石
の
『
文
学
論
』
の
講
義
を
受
講
し
た
学

生
・
金
子
健
二
の
ノ
ー
ト
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
子
の
「
聴
講
ノ
ー

ト
」
は
『
文
学
論
』
と
し
て
整
序
さ
れ
、
出
版
さ
れ
る
以
前
の
漱
石
の
講
義

の
様
子
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

金
子
の
「
聴
講
ノ
ー
ト
」
か
ら
の
引
用
箇
所
は
、
先
に
提
示
し
た
『
文
学

論
』
の
冒
頭
部
分
に
相
当
す
る
。
こ
の
金
子
の
「
聴
講
ノ
ー
ト
」
は
、「
Ｆ
」

す
な
わ
ち
「
認
識
的
要
素
」（「
印
象
又
は
観
念
」）
に
関
連
す
る
言
葉
と
し
て
、

「cognitive elem
ent

」「presentation

」「representation

」「im
age im

pression

」

「percept

」「concept

」「
理
由
」（
つ
ま
りreasoning

）「idea

」
の
各
語
句
が
挙

げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
漱
石
は
、
こ
の
よ
う
な
「perception

」「cognition

」「conception

」

な
ど
の
「
認
識
的
要
素
」
に
対
応
す
る
言
葉
を
、
明
治
四
一
年
に
行
っ
た
講

演
「
創
作
家
の
態
度
」（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
一
一
（
七
）、
明
治
四
一
年
四
月
）

で
は
明
確
に
定
義
し
、
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
講
演
「
創

作
家
の
態
度
」
の
該
当
す
る
箇
所
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

「
創
作
家
」
の
「
心
の
持
ち
方
」「
物
の
観
方
」「
世
界
観）

33
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」
を
論
じ
た
こ

の
講
演
で
、
漱
石
は
、「
先
づ
吾
人
の
経
験
で
尤
も
単
純
な
も
の
はsensation

で
あ
り
ま
す
」
と
指
摘
し
、
人
間
の
「
経
験
」
の
う
ち
最
も
「
単
純
」
で
典

型
的
な
「
経
験
」
の
在
り
方
と
し
て
「sensation

」
の
「
経
験
」
を
取
り
上
げ

三
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て
い
る）

34
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そ
の
上
で
漱
石
は
、「
同
様
の
経
験
に
就
て
、
眼
の
付
け
所
が
違
ふ
、
注
意

の
向
け
方
が
違
つ
て
ゐ
る
。
最
後
に
此
講
演
に
大
事
な
言
葉
を
用
ひ
て
申
し

ま
す
と
、
態
度
が
違
つ
て
居
り
ま
す
」
と
述
べ
、
同
一
の
「sensation

」
の
「
経

験
」
で
も
「
経
験
」
に
対
す
る
作
家
の
「
態
度
」
の
相
違
に
よ
っ
て
、「
客
観
」

的
な
「
叙
述
」
と
、「
主
観
」
的
な
「
叙
述
」
と
に
大
別
で
き
る
こ
と
を
指
摘

す
る）
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続
け
て
漱
石
は
、「
客
観
」
的
な
「
叙
述
」
と
「
主
観
」
的
な
「
叙
述
」
の

両
者
に
つ
い
て
、「
主
知
（
客
観
）
の
態
度
に
三
つ
、
主
感
（
主
観
）
の
態
度

に
三
つ
、
さ
う
し
て
両
方
を
一
つ
ゞ
つ
結
び
付
け
て
対
に
す
る
事
が
出
来
る

か
と
思
ひ
ま
す
」
と
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
対
の
叙
述
の
方
法
を
設
定
し
て

い
く）
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「perception

」「cognition

」「conception

」
な
ど
の
「
認
識
的
要
素
」（「
印

象
又
は
観
念
」）
に
関
わ
る
語
句
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
の
文
脈
の
中
で
次
の

通
り
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
段
は
叙
述
が
、
一
歩
客
観
主
観
の
両
面
へ
展
開
し
た
時
の
状
態

で
、
此
左
右
の
扉
を
対
と
見
る
所
に
興
味
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
此

時
期
に
於
け
る
客
観
的
叙
述
を
私
は perceptual 

と
名
づ
け
様
か
と
思
ひ

ま
す
。
即
ち
前
に
申
し
た
酒
の
味
よ
り
も
稍
複
雑
な
感
覚
的
属
性
が
纏

ま
つ
て
一
体
を
構
成
し
て
ゐ
る
も
の
を
、
綜
合
さ
れ
た
一
体
と
認
め
て
、

認
め
た
儘
を
叙
述
す
る
意
味
に
用
ひ
る
積
で
あ
り
ま
す
。
例
へ
ば
茲
に

洋
卓
が
あ
る
と
、
此
洋
卓
は
堅
い
、
黒
い
、
ニ
ス
の
臭
の
す
る
、
四
角

で
足
の
あ
る
、
云
々
と
一
々
に
其
属
性
を
認
め
て
、
認
め
た
属
性
を
綜

合
し
て
始
め
て
叙
述
が
成
立
す
る
訳
で
あ
り
ま
す）
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是
か
ら
第
二
段
の
対
に
移
り
ま
す
。
第
二
段
の
片
扉
で
客
観
態
度
の

方
をconceptual 

な
叙
述
と
名
づ
け
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
夫
か
ら
片
扉
の

主
観
態
度
の
方
を
矢
張
り
在
来
の
修
辞
学
の
言
葉
を
借
り
て m

etaphor 

と
し
て
置
き
ま
す
。
意
味
は
是
か
ら
説
明
し
ま
す
。

　
あ
る
も
の
を
二
度
見
て
は
ゝ
あ
あ
れ
だ
な
と
合
点
す
る
の
を 

recognition 

と
申
し
ま
す
。
二
度
以
上
度
々
見
て
、
矢
っ
張
り
あ
れ
だ
な

と
承
知
す
る
の
を cognition 

と
申
し
ま
す
。
も
し
一
つ
も
の
を
度
々
見

る
代
り
に
同
種
類
の
甲
乙
を
度
々
見
た
上
で
、
矢
張
り
同
種
類
の
丙
に

逢
つ
た
時
、
是
は
此
種
類
の
代
表
者
も
し
く
は
其
一
つ
で
あ
る
と
認
め

る
の
は conception 

の
力
で
あ
り
ま
す）
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以
上
の
漱
石
の
指
摘
に
従
え
ば
、「perception

」
と
は
「
稍
複
雑
な
感
覚
的

属
性
が
纏
ま
つ
て
一
体
を
構
成
し
て
ゐ
る
も
の
を
、
綜
合
さ
れ
た
一
体
と
認

め
て
、
認
め
た
儘
を
叙
述
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

他
方
、「cognition

」
と
は
、「
二
度
以
上
度
々
見
て
、
矢
っ
張
り
あ
れ
だ
な

と
承
知
す
る
」
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
そ
し
て
「conception

」
は
、「
同
種
類
の

甲
乙
を
度
々
見
た
上
で
、
矢
張
り
同
種
の
丙
に
逢
つ
た
時
、
是
は
此
種
類
の

代
表
者
も
し
く
は
其
一
つ
で
あ
る
と
認
め
る
」
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
「perception

」「cognition

」「conception

」
な
ど
の
「
認
識
」
は
、

諸
感
覚
に
与
え
ら
れ
た
経
験
や
情
報
を
識
別
・
綜
合
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の

経
験
・
情
報
を
一
般
化
・
抽
象
化
・
概
念
化
し
、
知
識
や
理
解
を
獲
得
す
る

こ
と
（
経
験
・
情
報
に
意
味
を
付
与
す
る
こ
と
）
を
あ
ら
わ
す
と
言
え
る
だ

三
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ろ
う
。

同
様
に
漱
石
は
「U

nknow
able

」
と
題
さ
れ
た
「
ノ
ー
ト
」
で
も
、
次
の

引
用
の
通
り
、「
人
間
ノ
凡
テ
の
智
識
」
は
、「sense im

pression

」（
感
覚
印
象
）

を
「perception
」
や
「conception

」
な
ど
の
作
用
を
通
じ
て
、
分
析
・
抽
象

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
指
摘
す
る
。

　
人
間
ノ
凡
テ
ノ
智
識
ハsensation

ノexperience

ニ
始
マ
ツ
テ

intelligence

（association
ニ
テaction

ヲcontrol

ス
）
ヨ
リperception

ニ
移
リconception

ニ
至
ル
．data

ヲ
云
ヘ
バ
悉
クsense im

pression

ナ
リobservation

又
ハexperim

ent

ニ
テ
得
タ
ルim

pression

ヲ

analyse

シabstract

シ
又
之
ヲsynthesise

シgeneralise

シclassify

シ

テlaw

ト
ナ
ス
是science

ナ
リ）
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以
上
の
よ
う
に
確
認
す
れ
ば
、
漱
石
の
「
認
識
的
要
素
」（「
印
象
又
は
観

念
」）
は
、
人
間
の
精
神
の
働
き
の
中
で
も
一
般
化
や
抽
象
化
な
ど
の
知
的
な

側
面
と
密
接
に
関
連
す
る
概
念
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
漱
石
は

実
際
に
、
先
の
『
文
学
論
』
の
冒
頭
の
「
公
式
」
に
続
け
て
「
Ｆ
」
を
「
知

的
要
素
」
と
言
い
換
え
、
同
様
に
『
文
学
論
』
の
構
想
を
示
す
ノ
ー
ト
に
も
「
如

何
ナ
ル
文
芸
ニ
テ
モidea

即
チF

ナ
ク
シ
テ
成
立
セ
ズ
従
ツ
テintellect side

ヲ
含
マ
ザ
ル
文
芸
ハ
古
今
来
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ）
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」
と
記
し
、「idea

即
チF

」
を

「intellect side

」
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
漱
石
の
「
印
象
又
は
観
念
」
の
用
語
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
経
験

論
の
「
観
念
」
や
「
印
象
」
の
定
義
と
重
な
る
一
面
を
持
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
は
「
観
念
」
や
「
印
象
」
を
人
間
の
精
神
が

思
考
・
知
覚
す
る
、
す
べ
て
の
対
象
と
し
て
定
義
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
漱
石
の
「
認
識
」
の
規
定
は
、「sensation

」
の
経
験
を
「
綜
合
」・

組
織
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
複
雑
な
知
識
や
概
念
を
作
り
上
げ
る
過

程
・
機
構
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
す
べ
て
の
「
観

念
」
が
「
経
験
」
か
ら
生
じ
る
と
い
う
ロ
ッ
ク
の
哲
学
や
、
あ
る
い
は
ヒ
ュ
ー

ム
の
「
感
覚
の
印
象
」
や
「
観
念
連
合
（association of ideas

）」
の
議
論
な

ど
に
も
呼
応
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
人
間
の
精
神
の
働
き
の
う
ち
「
知
的
要
素
」「intellect side

」
を

強
調
す
る
漱
石
の
「
印
象
又
は
観
念
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
定
義
と
は

異
な
る
一
面
を
合
わ
せ
持
つ
と
も
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論

で
は
、
人
間
の
精
神
の
「
知
的
要
素
」
の
み
な
ら
ず
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
が

端
的
に
示
し
て
い
た
通
り
、「
感
覚
・
情
緒
・
情
感
の
一
切
」
も
ま
た
人
間
の

精
神
が
「
知
覚
」
す
る
対
象
と
し
て
「
印
象
」（「
反
省
の
印
象
」）
の
中
に
包

摂
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
と
の
対
比
・
対
照
か
ら
、
漱
石
の
文
学
理
論
は

「
情
緒
的
要
素
」
を
「
印
象
」
や
「
観
念
」
の
「
認
識
的
要
素
」（「
知
的
要
素
」）

か
ら
区
別
し
、「
認
識
」
の
働
き
と
は
異
な
る
独
自
の
精
神
の
機
構
と
し
て
「
情

緒
」
を
位
置
付
け
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
漱
石
の
文
学

理
論
は
、「
認
識
的
要
素
」
で
は
な
く
「
情
緒
的
要
素
」
に
文
学
の
言
述
を
特

徴
付
け
る
、「
根
本
的
」
な
原
理
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
す
で
に
言
及
し
た
通
り
、
特
に
ヒ
ュ
ー
ム
は
『
人
間
本
性
論
』
第

二
巻
「
情
緒
に
つ
い
て
」
で
は
、
人
間
の
「
情
緒
」（「
内
省
の
印
象
」）
に
関

す
る
普
遍
的
な
法
則
性
を
追
求
し
、
第
三
巻
「
道
徳
に
つ
い
て
」
で
は
、
人

三
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間
の
「
情
緒
」（「
感
じ
」）
を
道
徳
判
断
の
基
盤
に
置
く
道
徳
哲
学
を
展
開
し

て
い
る
。

そ
の
点
で
、
哲
学
研
究
者
の
神
野
慧
一
郎
が
「
ヒ
ュ
ー
ム
の
考
え
で
は
、
人

間
の
生
に
と
っ
て
、
他
の
生
物
の
場
合
と
同
様
に
、
決
定
的
な
影
響
を
与
え

る
も
の
は
感
じ
（feeling

）
で
あ
っ
て
、
理
性
や
知
性
で
は
な
い）
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」
と
指
摘
す

る
通
り
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
に
と
っ
て
、
人
間
の
精
神
の
働
き
の
中
で
も
「
情

緒
」
が
占
め
る
独
自
の
意
義
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
哲
学
上

の
課
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
漱
石
の
文
学
理
論
も
ま
た
、
文
学
の
言
述
の
根
拠
を
「
情
緒
」
に

認
め
て
い
る
点
で
、「
印
象
」
や
「
観
念
」
の
表
面
上
の
用
語
の
類
似
に
留
ま

ら
ず
、
思
想
的
・
哲
学
的
な
立
場
と
し
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
の
立
場
に
接

近
す
る
側
面
を
持
つ
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
の
最
後
に
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
「
情
緒
」
の
意
義
に
つ
い
て
、

特
に
バ
ー
ク
リ
ー
の
言
語
論
と
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
「
情
緒
」
と
「
同
情
（
共
感
、

sym
pathy

）」の
道
徳
哲
学
と
を
取
り
上
げ
、
漱
石
の
理
論
的
な
言
説
と
対
比
・

対
照
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
漱
石
の
〈
文
学
の
哲
学
〉
が
依
拠
す
る
思
想
的
・

哲
学
的
な
基
盤
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四　

夏
目
漱
石
の
文
学
理
論
に
お
け
る
〈
情
緒
〉

イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
「
情
緒
」
に
関
す
る
言
説
で
は
、
バ
ー
ク
リ
ー
の
言

語
論
が
固
有
の
議
論
を
示
し
て
お
り
、
漱
石
の
〈
文
学
の
哲
学
〉
の
立
場
を

考
察
す
る
上
で
も
注
目
に
値
す
る
。
バ
ー
ク
リ
ー
の
言
語
論
は
、
次
の
引
用

の
通
り
、
言
語
の
本
質
的
な
機
能
を
「
観
念
」
の
「
伝
達
」
で
は
な
く
、
む

し
ろ
聞
き
手
の
「
情
緒
」
の
喚
起
や
行
為
の
誘
発
に
認
め
て
い
る
。

（
前
略
）
言
葉
に
よ
っ
て
標
印
さ
れ
る
観
念
を
伝
達
す
る
こ
と
は
、
普
通

に
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
言
語
の
主
要
で
唯
一
の
目
的
で
は
な
い
。
情
緒

を
生
起
す
る
と
か
、
行
動
を
喚
起
し
ま
た
は
阻
止
す
る
と
か
、
心
を
或

る
特
殊
な
性
向
に
置
く
と
か
、
い
ろ
い
ろ
他
の
目
的
が
あ
っ
て
、
こ
れ

ら
に
比
べ
れ
ば
、
前
の
目
的
は
多
く
の
場
合
に
単
に
従
属
的
で
あ
る
し
、

こ
れ
を
欠
い
て
他
の
目
的
が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
全
く
省
か
れ
る
こ
と

も
あ
る）
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言
語
の
機
能
に
関
し
て
、
一
方
で
、「
観
念
」
の
「
伝
達
」
す
な
わ
ち
知
識

や
事
実
の
伝
達
を
、
言
語
の
記
述
的
（
明
示
的
）
意
味
、
あ
る
い
は
事
実
確

認
的
機
能
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
他
方
で
、「
情
緒
」
の
「
喚
起
」
す
な
わ
ち
感
情

の
伝
達
を
、
言
語
の
情
動
的
（
暗
示
的
）
意
味
、
あ
る
い
は
感
情
喚
起
的
機

能
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
以
上
の
言
語
の
機
能
の
二
区
分
に
従
え
ば
、

バ
ー
ク
リ
ー
の
言
語
論
は
明
ら
か
に
、
言
語
の
「
情
緒
」
的
な
側
面
を
重
視

す
る
立
場
に
立
つ
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
バ
ー
ク
リ
ー
の
言
語
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
の
漱
石
の
『
文
学

論
』
に
お
け
る
言
語
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
同
じ
く
物
の
全
局
を
写
さ
む
と
す
る
場
合
に
於
て
も
、
科
学
者
は
概

念
を
伝
へ
む
と
し
、
文
学
者
は
画
を
描
か
む
と
す
。
換
言
す
れ
ば
前
者

は
物
の
形
と
機
械
的
組
立
を
捉
へ
、
後
者
は
物
の
生
命
と
心
持
ち
を
本

領
と
す
。
尚
科
学
者
の
定
義
は
分
類
の
具
に
供
せ
ら
る
れ
ど
、
文
学
者

の
叙
述
は
物
を
活
さ
む
が
為
め
の
用
に
過
ぎ
ず
。
科
学
者
は
類
似
を
た

ど
り
て
系
統
を
立
て
む
と
欲
し
、
個
々
の
物
体
に
左
し
た
る
興
味
を
有

三
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す
る
に
あ
ら
ず
、
文
学
者
に
至
り
て
は
其
目
指
す
と
こ
ろ
物
の
秩
序
的

配
置
に
あ
ら
ず
し
て
其
本
質
に
あ
り
、
さ
れ
ば
物
の
本
性
が
遺
憾
な
く

発
揮
せ
ら
れ
て
一
種
の
情
緒
を
含
む
に
至
る
時
は
即
ち
文
学
者
の
成
功

す
る
時
な
り
と
す
。
従
つ
て
文
学
者
が
あ
ら
は
さ
ん
と
力
む
る
所
は
物

の
幻
惑
に
し
て
、
躍
如
と
し
て
生
あ
る
が
如
く
之
を
写
し
出
す
を
以
て

手
腕
と
す
。
科
学
者
の
産
出
は
特
性
の
目
録
に
し
て
、
此
目
録
よ
り
成

立
せ
る
物
体
の
活
動
の
実
況
に
あ
ら
ず）

43
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漱
石
は
、
科
学
者
の
言
語
使
用
と
文
学
者
の
言
語
使
用
と
を
対
照
的
に
捉

え
、
科
学
的
な
言
述
の
目
的
を
「
概
念
」
の
伝
達
に
あ
る
と
し
、
他
方
、
文
学

的
な
言
述
の
目
的
を
「
一
種
の
情
緒
を
含
む
」
こ
と
、
つ
ま
り
「
情
緒
」
の

表
現
・
伝
達
・
喚
起
に
認
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
文
学
者
に
固
有
の
言
語
使
用
を
情
動
的
（
暗
示
的
）
意
味
・
感

情
喚
起
的
機
能
に
定
め
る
点
で
、
漱
石
の
文
学
理
論
は
バ
ー
ク
リ
ー
の
言
語

論
と
同
質
の
系
譜
・
基
盤
に
立
脚
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、

「
情
緒
的
要
素
」
に
、
文
学
の
言
述
と
、
科
学
の
言
述
に
代
表
さ
れ
る
文
学
以

外
の
言
述
と
を
差
異
化
す
る
指
標
（
原
理
）
を
見
出
し
て
い
る
点
に
、
漱
石

の
〈
文
学
の
哲
学
〉
の
立
場
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
に
お
け
る
「
情
緒
」（「
内
省
の
印
象
」）
の
意
義

を
検
討
し
よ
う
。
す
で
に
確
認
し
た
通
り
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
『
人
間
本
性
論
』
の

第
二
巻
「
情
緒
に
つ
い
て
」
の
論
点
は
、「
情
緒
」
の
本
質
と
法
則
性
の
究
明

で
あ
り
、
第
三
巻「
道
徳
に
つ
い
て
」の
主
題
は
、
道
徳
判
断
を「
情
緒
」と「
同

情
（
共
感
）」
に
拠
っ
て
基
礎
付
け
る
点
に
あ
っ
た
。

ヒ
ュ
ー
ム
は
、『
人
間
本
性
論
』
第
二
巻
「
情
緒
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
古

代
以
来
の
「
情
緒
と
理
知
の
闘
争
」
に
関
し
て
、「
こ
の
・
情
緒
に
対
す
る
理

知
の
・
謂
わ
ゆ
る
卓
絶
」
を
「
哲
学
の
虚
偽）

44
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」
と
批
判
し
、「
理
知
は
情
緒

の
奴
隷
で
あ
り
、
且
つ
た
だ
奴
隷
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
」、「
情
緒
は
根
源
的

（original

）
な
存
在
で
あ
る）

45
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」
と
主
張
す
る
。

ヒ
ュ
ー
ム
に
従
え
ば
、「
情
緒
」
は
行
動
や
意
欲
の
動
機
と
な
り
、
能
動
的

で
あ
る
た
め
、
非
能
動
的
な
「
理
性
（
理
知
）」
よ
り
も
「
根
源
的
」
と
言
え

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ヒ
ュ
ー
ム
は
、「
情
緒
」
と
「
理
性
」
と
の
対
立

に
関
し
て
「
理
性
」
の
優
越
性
を
否
定
し
、「
情
緒
」
の
「
根
源
」
性
を
強
調

し
た
。

さ
ら
に
ヒ
ュ
ー
ム
は『
人
間
本
性
論
』第
三
巻「
道
徳
に
つ
い
て
」の
中
で
も
、

「
情
緒
に
つ
い
て
」
の
議
論
を
踏
ま
え
、「
道
徳
は
行
動
や
情
念
に
影
響
を
及

ぼ
す
。
し
て
見
れ
ば
、
道
徳
は
理
知
か
ら
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
道
理
に
な

る）
46
（

」、「
道
徳
性
は
判
定
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
、
一
そ
う
適
切
に
は
感
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
（M

orality, therefore, is m
ore properly felt than judg’d of

）」）
47
（

、

「
道
徳
的
善
悪
を
知
ら
せ
る
・
両
者
を
特
色
づ
け
る
・
印
象
は
、
或
る
特
殊
な

快
苦
（particular pains or pleasures

）
に
他
な
ら
な
い）

48
（

」
と
主
張
す
る
。

以
上
の
通
り
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
哲
学
は
、
道
徳
判
断
の
基
盤
を
「
理
性
」
に

は
置
か
ず
、「
感
じ(feeling

）」
に
求
め
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
の

道
徳
判
断
の
根
拠
と
な
る
「
感
じ
」
と
は
、
観
察
者
が
行
為
や
行
為
者
に
対

し
て
持
つ
「
或
る
特
殊
な
快
苦
」
を
意
味
し
て
い
る
。

ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
哲
学
で
は
、
こ
の
「
快
苦
」
の
「
感
じ
」
は
、
他
者
に
「
共

感
（sym

pathy

）」
す
る
と
い
う
、
人
間
が
本
来
的
に
備
え
る
心
的
傾
向
に
よ
っ

て
生
起
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
「
情
緒
に
つ

い
て
」
の
中
で
「
共
感
」
を
次
の
通
り
説
明
す
る
。

四
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お
よ
そ
人
性
の
性
質
の
う
ち
で
、
そ
れ
自
身
に
も
又
そ
の
結
果
に
於

て
も
最
も
顕
著
な
性
質
と
言
え
ば
、
他
人
に
共
感
す
る
向
癖
、
す
な
わ

ち
他
人
の
心
的
傾
性
や
心
持
が
我
々
自
身
の
そ
れ
と
い
か
ほ
ど
異
っ
て

い
て
も
、
い
や
反
対
で
さ
え
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
他
人
の
心
的
傾
性
や

心
持
を
交
感
伝
達
に
よ
っ
て
受
取
る
向
癖
、
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
な
い）

49
（

。

ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、「
す
べ
て
の
人
の
心
は
そ
の
感
情
及
び
作
用
（feelings 

and operations

）
に
於
て
相
似
す
る
」
た
め
、
均
等
に
張
ら
れ
た
弦
の
動
き
が

他
方
へ
伝
播
す
る
よ
う
に
、
人
間
の
「
感
じ
」「
情
緒
・
情
念
（passions

）」
は
、

他
者
に
伝
達
さ
れ
、
他
者
の
中
に
も
照
応
す
る
「
感
じ
」「
情
緒
・
情
念
」
を

生
み
出
し
て
い
く）

50
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。
こ
の
よ
う
に
「
感
じ
」「
情
緒
・
情
念
」
を
伝
達
し
、
他

者
の
心
に
も
、
同
様
の
「
感
じ
」「
情
緒
・
情
念
」
を
喚
起
す
る
精
神
の
作
用

が
「
共
感
」
の
原
理
で
あ
る
。

別
言
す
れ
ば
「
共
感
」
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
「
情
緒
は
極
め
て
伝
染
し
易
い
。

従
っ
て
、
ひ
と
り
の
人
物
か
ら
他
の
人
物
へ
い
と
も
軽
易
に
移
っ
て
、
万
人

の
胸
に
互
い
に
対
応
す
る
運
動
を
生
む
（The passions are so contagious, 

that they pass w
ith the greatest facility from

 one person to another, and 
produce correspondent m

ovem
ents in all hum

an breasts.

）」（
五
一
）

と
主
張

す
る
通
り
、「
情
緒
」
を
「
交
感
伝
達
（com

m
unicate

）」
し
、
他
者
の
心
の

中
に
も
全
く
同
様
の
「
情
緒
」
を
「
伝
染
（contagion

）」
さ
せ
る
精
神
の
働

き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
哲
学
は
、
道
徳
判
断
の
根
拠
を
、「
共
感
」

を
通
じ
て
「
伝
達
」「
伝
染
」
さ
れ
る
「
或
る
特
殊
な
快
苦
」
の
「
感
じ
」「
情

念
・
情
緒
」
に
置
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
情
緒
」
と
「
共
感
（sym

pathy

）」「
感
染
（contagion

）」
の
観

点
か
ら
捉
え
れ
ば
、
漱
石
の
文
学
理
論
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
哲
学
と
呼
応
す

る
点
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
次
の
漱
石
の
発
言
を
確
認
し
よ
う
。

　 

又
一
例
を
挙
げ
る
と
ト
ル
ス
ト
イ
で
あ
る
、
彼
は
そ
の
「
芸
術
と
は
何
ぞ

や
」
に
快
プ
レ
ジ
ユ
ア楽 

、主セ
オ
リ
ー義
や
耽
ビ
ウ
テ
イ
ー美 

、主セ
オ
リ
ー義
を
矢
鱈
に
攻
撃
し
、
往
々
非
論
理
的
の

議
論
は
す
る
が
、
芸
術
に
下
し
た
定
義
は
大
体
に
於
て
要
領
を
得
て
居

る
こ
と
は
否
ま
れ
な
い
。
彼
の
は
感
応
主
義
（contagion theory

）
で

あ
る
。

　 To evoke in oneself a feeling one has once experienced, and it in 
oneself, then, by m

eans of m
ovem

ents, lines, colours, sounds, or 
form

s expressed in w
ords, so to transm

it that feeling that others 
m

ay experience the sam
e feeling̶

this is the activity of art.

　 

こ
れ
は
シ
ェ
レ
ー
の
「
詩
の
弁
護
」
に
云
ふ
所
と
酷
似
し
て
居
る
。
彼

が
更
に
、

　 A
rt is a hum

an activity, consisting in this, that one m
an 

consciously, by m
eans of certain external signs, hands on others 

feelings he has lived through, and that other people are infected by 
these feelings, and also experience them

.

　
　 

と
云
ふ
処
は
、
心
理
学
に
云
ふ
交
感
（sym

pathy

）
を
根
柢
と
し
た
定

義
で
あ
る）

52
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。

　 

（
前
略
）
こ
ゝ
に
所
謂sym

pathy

の
意
は
吾
人
が
日
常
用
ゐ
る
意
義

に
あ
ら
ず
し
て
、
寧
ろ
其
字
義
を
た
ど
り
上
り
て
、sym

=together, 

四
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pathy=feeling

、
即
ち
他
人
と
感
情
を
共
に
す
る
の
義
な
り
。
人
怒
れ
ば

怒
り
、
人
泣
け
ば
泣
く
、
即
ち
心
理
的
結
合
に
し
て
、
此
意
義
に
於
て

は
或
る
時
は
模
擬
、
又
は
感
染
と
同
字
義
と
な
る
。
如
此
意
義
の
言
語

が
文
芸
の
理
論
を
説
く
に
当
り
必
要
な
る
は
云
ふ
迄
も
な
き
こ
と
に
し

て
、
由
来
吾
人
が
文
芸
を
面
白
し
と
感
ず
る
は
模
擬
（
内
部
的
）
ま
た

は
感
染
（T

olstoi
の
説
）
の
為
め
な
り
と
も
云
ひ
得
べ
く
、
従
つ
て
此

本
能
は
文
芸
の
賞
翫
に
方
り
寸
時
も
欠
く
能
は
ざ
る
も
の
と
す 

。）
53
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以
上
の
二
つ
の
漱
石
の
発
言
は
、
直
接
的
に
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
に

言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
漱
石
に
従
え
ば
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
の
特
徴

と
は
、「
感
応
主
義
（contagion theory

）」「
心
理
学
に
云
ふ
交
感
（sym

pathy

）

を
根
柢
と
し
た
定
義
」、
つ
ま
り
「
感
染
」
説
で
あ
る
。

本
稿
が
こ
れ
ら
の
漱
石
の
発
言
に
注
目
す
る
の
は
、
漱
石
は
ト
ル
ス
ト
イ

の
芸
術
論
を
「sym

pathy

」
に
関
連
付
け
、
他
者
と
「
情
緒
」（「
感
情
」）
の

共
有
を
可
能
と
す
る
「sym

pathy

」
の
「
本
能
」
を
、
芸
術
と
文
学
の
理
論
に

と
っ
て
も
必
要
不
可
欠
な
原
理
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
さ
ら
に
、
明
治
四
〇
年
四
月
に
行
わ
れ

た
講
演
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
〇
年
五
月
四

日
〜
六
月
四
日
）
の
「
結
論
」
に
お
け
る
、
漱
石
の
次
の
発
言
を
検
討
し
よ
う
。

只
新
し
い
理
想
か
、
深
い
理
想
か
、
広
い
理
想
が
あ
つ
て
、
之
を
世
の

中
に
実
現
し
や
う
と
思
つ
て
も
、
世
の
中
が
馬
鹿
で
之
を
実
現
さ
せ
な

い
時
に
、
技
巧
は
始
め
て
此
人
の
為
め
に
至
大
な
用
を
な
す
の
で
あ
り

ま
す
。
一
般
の
世
が
自
分
が
実
世
界
に
於
け
る
発
展
を
妨
げ
る
時
、
自

分
の
理
想
は
技
巧
を
通
じ
て
文
芸
上
の
作
物
と
し
て
あ
ら
は
る
ゝ
よ
り

外
に
路
が
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
う
し
て
百
人
に
一
人
で
も
、
此
作

物
に
対
し
て
、
あ
る
程
度
以
上
に
意
識
の
連
続
に
於
て
一
致
す
る
な
ら

ば
、
一
歩
進
ん
で
全
然
其
作
物
の
奥
よ
り
閃
き
出
る
真
と
善
と
美
と
壮

に
合
し
て
、
未
来
の
生
活
上
に
消
え
難
き
痕
跡
を
残
す
な
ら
ば
、
猶
進

ん
で
還
元
的
感
化
の
妙
境
に
達
し
得
る
な
ら
ば
、
文
芸
家
の
精
神
気
魄

は
無
形
の
伝
染
に
よ
り
、
社
会
の
大
意
識
に
影
響
す
る
が
故
に
、
永
久

の
生
命
を
人
類
内
面
の
歴
史
中
に
得
て
、
茲
に
自
己
の
使
命
を
完
う
し

た
る
も
の
で
あ
り
ま
す）
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以
上
の
引
用
で
漱
石
は
、「
文
芸
家
の
精
神
気
魄
」
は
「
文
芸
上
の
作
物
」

を
通
じ
て
「
社
会
の
大
意
識
」
に
「
伝
染
」
す
る
と
主
張
す
る
。

「
精
神
気
魄
」
と
は
「
文
芸
家
」
の
「
理
想
」
で
あ
り
、
漱
石
の
講
演
の
論

旨
に
即
せ
ば
、「
理
想
」
と
は
「
文
芸
家
」
の
「
情
」（「
感
情
」）
を
意
味
す

る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
漱
石
は
、
当
時
の
心
理
学
（m

ental 
philosophy

）の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
っ
た「
知
・
情
・
意
」
論）

55
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を
踏
襲
し
た
上
で
、

「
情
を
働
か
す
人
は
、
物
の
関
係
を
味
は
ふ
人
で
俗
に
之
を
文
学
者
も
し
く
は

芸
術
家
と
称
へ
ま
す）

56
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」、「
情
を
理
想
と
し
て
働
か
せ
る
人
を
文
芸
家
と
云
ふ）

57
（

」

な
ど
と
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
文
芸
家
」と
は
、
主
に「
情
」（「
感
情
」）

に
関
わ
る
領
域
で
「
理
想
」
を
表
現
し
、「
社
会
」
に
そ
の
「
理
想
」
を
「
伝
染
」

さ
せ
る
存
在
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
漱
石
の
議
論
は
、「
文
芸
上
の
作
物
」
を
媒
介
に
「
文
芸
家
の

精
神
気
魄
」（「
情
」「
情
緒
」）
を
「
社
会
」
に
「
伝
染
」
さ
せ
る
「sym

pathy

」

の
原
理
を
前
提
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め

四
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「
情
」
の
「
伝
染
」
と
い
う
点
で
漱
石
の
言
説
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
哲
学
や

ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
と
交
差
す
る
可
能
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。も

ち
ろ
ん
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
哲
学
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
、
漱
石
の

文
学
理
論
に
関
し
て
、
三
者
相
互
の
直
接
的
な
影
響
関
係
を
証
明
す
る
こ
と

は
困
難
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
情
緒
」「
感
情
」
が
「
伝
染
」
す
る
と
い
う
人
間

の
「sym

pathy

」
の
心
性
を
理
論
の
前
提
に
据
え
て
い
る
点
で
、
こ
れ
ら
の
三

つ
の
理
論
は
共
通
の
「
情
緒
」
観
を
前
提
に
構
想
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き

る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
通
り
、
漱
石
の
文
学
理
論
は
、
言
語
の
情
動
的

（
暗
示
的
）
意
味
・
感
情
喚
起
的
機
能
を
前
提
と
す
る
点
で
、
バ
ー
ク
リ
ー
的

な
言
語
論
に
接
近
し
、「
感
情
」
の
「
伝
染
」
性
を
強
調
す
る
点
で
、
ヒ
ュ
ー

ム
的
な
「
同
情
（
共
感
）」
の
道
徳
哲
学
と
も
響
き
合
う
側
面
を
持
つ
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

以
上
の
漱
石
の
〈
文
学
の
哲
学
〉
と
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
（
特
に
ヒ
ュ
ー
ム
の

哲
学
）と
の
対
比
・
対
照
か
ら
指
摘
し
た
い
の
は
、
両
者
は「
観
念
」や「
印
象
」

の
用
語
の
共
通
性
以
上
に
、
人
間
の
精
神
の
中
で
も
「
情
緒
」「
感
情
」
に
価

値
を
置
く
人
間
理
解
に
お
い
て
類
縁
性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
感
情
」
や
「
感
性
・
感
受
性
（sensibility

）」
の
経
験
を
重

視
す
る
哲
学
・
文
学
上
の
立
場
を
「
感
情
主
義
（sentim

entalism

））
58
（

」
と
呼
ぶ

な
ら
ば
、
漱
石
の
〈
文
学
の
哲
学
〉
の
立
場
は
「
感
情
主
義
」
の
系
譜
に
連

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

―
今
後
の
課
題

本
稿
は
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
と
の
対
比
・
対
照
を
通
じ
て
、
漱
石
の
〈
文
学
の

哲
学
〉
の
立
場
を
「
感
情
主
義
」
と
名
付
け
た
。
今
後
の
課
題
は
、
こ
の
漱

石
の
理
論
の
「
感
情
主
義
」
の
内
情
を
明
確
化
・
具
体
化
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
の
主
要
な
作
業
と
し
て
次
の
三
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い）

59
（

。

第
一
の
課
題
は
、
漱
石
の
文
学
理
論
の
中
で
「
情
緒
」
や
「
感
情
」
が
担

う
機
能
・
意
義
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
が
指
摘
し
た
通
り
「
情
緒
」

や
「
感
情
」
は
漱
石
の
文
学
理
論
の
中
核
に
位
置
す
る
概
念
で
あ
る
と
言
え
る

が
、
し
か
し
、
そ
の
内
実
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
特
に「
情
緒
」や「
感

情
」
の
主
体
（
作
家
・
作
中
人
物
・
読
者
）
と
、
こ
れ
ら
三
項
の
相
互
の
関

係
性
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
漱
石
の
「
感
情
主
義
」
的
な
理
論
の
実
質
を
解

明
す
る
上
で
重
要
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

第
二
の
課
題
は
、
第
一
の
課
題
と
も
関
連
し
、
漱
石
の
理
論
に
お
け
る
「
同

情
（sym

pathy

）」
の
原
理
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で

も
簡
潔
に
確
認
し
た
通
り
、
漱
石
は
他
者
と
「
情
緒
」
や
「
感
情
」
の
共
有

を
可
能
と
す
る
「
同
情
」
を
、
文
学
の
理
論
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
原
理

と
見
な
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
「
同
情
」
の
原
理
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る

こ
と
は
、
漱
石
の
「
感
情
主
義
」
の
理
論
の
解
明
に
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

最
後
の
課
題
は
、
漱
石
の
理
論
に
お
い
て
、「
情
緒
」
や
「
同
情
」
を
表
現
・

喚
起
す
る
言
語
の
「
技
巧
」
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
も

繰
り
返
し
指
摘
し
た
通
り
、
漱
石
の
文
学
研
究
の
主
要
な
動
機
は
、
文
学
の

言
述
を
文
学
以
外
の
言
述
か
ら
識
別
す
る
た
め
の
、
固
有
の
指
標
を
究
明
す

る
点
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
指
標
と
は
漱
石
の
理
論
で
は
、

四
三



「
情
緒
的
要
素
」
と
し
て
定
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
学
の

言
述
に
固
有
の
「
情
緒
的
要
素
」
の
問
題
は
、
文
学
の
表
現
（
言
語
の
「
技
巧
」）

の
観
点
か
ら
具
体
的
に
問
い
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
課
題
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
漱
石
の〈
文
学
の
哲
学
〉の「
感

情
主
義
」
的
な
側
面
は
明
確
化
・
具
体
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

注（
１
）   『
漱
石
全
集
』
一
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
八
月
、
九
頁

（
２
）   『
漱
石
全
集
』
一
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
二
月
、
二
〇
〇
頁

（
３
）   

瀬
沼
茂
樹
「
解
説
」（
夏
目
漱
石
『
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
』
講
談
社
学

術
文
庫
、
一
九
七
八
年
八
月
、
一
九
五
頁
）

（
４
）   

小
森
陽
一
・
富
山
太
佳
夫
「
対
談
　
ロ
ン
ド
ン
に
立
つ
漱
石
」（『
文
学
』

四
（
三
）、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
七
月
、
一
一
二
〜
三
頁
）。
な
お

小
森
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
影
響
が
あ
ら
わ
れ
た
漱
石
の
著
作
と
し
て
「
英

文
学
形
式
論
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、『
文
学
評
論
』
の
誤
り
だ
ろ
う
。

（
５
）   

山
中
信
夫
「
漱
石
『
文
学
論
』
を
読
む
た
め
の
予
備
的
考
察
」（『
東
京

女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
』
五
七
、一
九
九
六
年
）

（
６
）   

野
網
摩
利
子
『
夏
目
漱
石
の
時
間
の
創
出
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
二
年
三
月
、
四
〜
五
頁

（
７
）   

小
森
陽
一
『
漱
石
論

―
21
世
紀
を
生
き
抜
く
た
め
に
』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
〇
年
五
月
、
三
一
五
頁

（
８
）   

前
掲
注
（
四
）
小
森
・
富
山
「
対
談
　
ロ
ン
ド
ン
に
立
つ
漱
石
」

（
９
）   『
漱
石
全
集
』
一
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
六
月
、
六
七
〜
八
頁

（
10
） 

デ
カ
ル
ト
哲
学
の
「
観
念
」
に
つ
い
て
、
冨
田
恭
彦
『
観
念
説
の
謎

解
き

―
ロ
ッ
ク
と
バ
ー
ク
リ
を
め
ぐ
る
誤
読
の
論
理
』（
世
界
思
想

社
、
二
〇
〇
六
年
一
月
、
二
四
〜
五
頁
）、
同
『
観
念
論
の
教
室
』（
ち

く
ま
新
書
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
一
一
九
頁
）、
神
野
慧
一
郎
『
イ
デ

ア
の
哲
学
史

―
啓
蒙
・
言
語
・
歴
史
認
識
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
一
年
一
一
月
、
五
〜
六
頁
）
も
参
照
し
た
。

（
11
）  

伊
藤
邦
武
『
物
語
　
哲
学
の
歴
史
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
、

一
〇
六
〜
七
頁

（
12
）  

ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
「
第
三
省
察
」（『
省
察
』
山
田
弘
明
訳
、
ち
く
ま
学

芸
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
六
一
頁
）

（
13
）  

前
掲
注
（
12
）
デ
カ
ル
ト
『
省
察
』、
一
三
五
頁

（
14
）  

伊
勢
俊
彦
「
観
念
」（
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
編
『
イ
ギ
リ
ス
哲
学
・

思
想
事
典
』
研
究
社
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
七
一
頁
）

（
15
）  

前
掲
注
（
11
）
伊
藤
『
物
語
　
哲
学
の
歴
史
』、
一
一
三
頁

（
16
）  

一
ノ
瀬
正
樹
『
功
利
主
義
と
分
析
哲
学

―
経
験
論
哲
学
入
門
』（
放

送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
三
二
頁
）

（
17
）  

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
『
人
間
知
性
論
』
一
、
大
槻
春
彦
訳
、
岩
波
文
庫
、

一
九
七
二
年
一
〇
月
、
三
九
〜
四
〇
頁
／John Locke, An Essay 

concerning H
um

an U
nderstanding, Book 1, Introduction, Section 8. 

ed. Peter H
. N

idditch (O
xford: C

larendon Press, 1975) p.47.
（
18
）  

前
掲
注
（
17
）
ロ
ッ
ク
『
人
間
知
性
論
』
一
、一
八
六
頁
／An Essay 

concerning H
um

an U
nderstanding, B

ook 2, C
hapter 8, Section 8. 

p.134.

（
19
）  

前
掲
注
（
17
）
ロ
ッ
ク
『
人
間
知
性
論
』
一
、四
一
頁
／An Essay 

四
四



concerning H
um

an U
nderstanding, B

ook 1, C
hapter 2, Section 1. 

p.48.

（
20
）  
前
掲
注
（
17
）
ロ
ッ
ク
『
人
間
知
性
論
』
一
、五
一
頁
／An Essay 

concerning H
um

an U
nderstanding. B

ook 1, C
hapter 2, Section 1. 

p.54.

（
21
）  

前
掲
注
（
17
）
ロ
ッ
ク
『
人
間
知
性
論
』
一
、一
三
三
頁
／An Essay 

concerning H
um

an U
nderstanding. B

ook 2, C
hapter 1, Section 

2-4. pp.103-6.

（
22
）  

前
掲
注
（
９
）『
漱
石
全
集
』
一
五
、六
八
〜
九
頁

（
23
）  

前
掲
注
（
９
）『
漱
石
全
集
』
一
五
、七
三
頁

（
24
）

  

ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ク
リ
『
人
知
原
理
論
』
大
槻
春
彦
訳
、
岩
波
文

庫
、
一
九
五
八
年
四
月
、
四
三
頁
／G

eorge B
erkeley, A

 Treatise 
concerning the Principles of H

um
an K

now
ledge, Part I, Section 

1. ed. A
. A

. Luce and T. E. Jessop (London: Thom
as N

elson and 
Sons, 1949), p.41.

（
25
）  

前
掲
注
（
24
）
バ
ー
ク
リ
『
人
知
原
理
論
』、
四
五
頁
／A Treatise 

concerning the Principles of H
um

an K
now

ledge, Part I, Section 3. 
p.42.

（
26
）  

前
掲
注
（
24
）
バ
ー
ク
リ
『
人
知
原
理
論
』、
四
七
頁
／A Treatise 

concerning the Principles of H
um

an K
now

ledge, Part I, Section 6. 
p.43.

（
27
）  

デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
『
人
性
論
』
一
、
大
槻
春
彦
訳
、
岩
波
文
庫
、

一
九
四
八
年
六
月
、
二
七
頁
／D

avid H
um

e, A Treatise of H
um

an 
N

ature, B
ook 1, Part 1, Section 1. ed. D

avid Fate N
orton and M

ary 

J. N
orton (O

xford: C
larendon Press, 2000), p. 7.

（
28
）  

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
『
人
間
知
性
研
究
』
斎
藤
繁
雄
・
一
ノ
瀬

正
樹
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
四
年
五
月
、
一
五
頁
／D

avid 
H

um
e, An Enquiry concerning H

um
an U

nderstanding, Section 2. 
ed. Tom

 L. B
eaucham

p (O
xford: C

larendon Press, 2000), pp.13-4.

（
29
）

  

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
『
人
性
論
』
三
、
大
槻
春
彦
訳
、
岩
波
文

庫
、
一
九
五
一
年
一
月
、
一
一
頁
／A Treatise of H

um
an N

ature, 
B

ook 2, Part 1, Section 1. p.181.

（
30
）  

漱
石
は
、『
文
学
評
論
』
の
中
で
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
に
お
け
る
「
我

（
イ
ゴ
ー
）」
に
つ
い
て
、「
吾
人
の
知
る
所
は
只
印
象
と
観
念
の
連
続

に
過
ぎ
な
い
」（
前
掲
注
（
９
）『
漱
石
全
集
』
一
五
、七
六
頁
）
と
述
べ
、

「
我
」
と
は
「
印
象
」
や
「
観
念
」
が
「
連
続
」
し
た
も
の
と
し
て
理

解
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
我
」
の
在
り
方
は
、
漱
石
自
身
の
「
意

識
」
観
と
交
錯
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　『
文
学
論
』の
冒
頭
で「
意
識
の
波
」と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
通
り
、

自
己
意
識
に
関
す
る
漱
石
の
主
張
は
、
ロ
イ
ド
・
モ
ー
ガ
ン
（Lloyd 

M
organ

）
の
『
比
較
心
理
学
（An Introduction to C

om
parative 

Psychology

）』（
一
八
九
四
）
を
直
接
の
源
泉
と
し
、
さ
ら
に
、
そ
の

理
論
の
実
際
の
提
唱
者
で
あ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の「
意
識
の
流
れ（Stream

 
of C

onsciousness

）」
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
繰
り
返
し
論

じ
ら
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
た
だ
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
「
意
識
の
流
れ
」
の
理
論
自
体
が
、

ヒ
ュ
ー
ム
の
「
自
我
観
念
」
と
類
似
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
哲
学
研
究
者
の
神
野
慧
一
郎
は
次
の
通
り
指
摘
す
る
。

四
五



　
　
　
　
　 

ヒ
ュ
ー
ム
は
人
間
と
は
知
覚
の
束
な
い
し
集
合
で
あ
る
と
言
う
。

す
な
わ
ち
、
人
間
は
想
い
も
及
ば
な
い
早
さ
で
次
々
に
継
起
す

る
久
遠
の
流
転
と
動
き
と
の
裡
に
あ
る
知
覚
の
束
で
あ
る
。
こ

れ
を
ヒ
ュ
ー
ム
は
一
つ
の
劇
場
に
た
と
え
た
。
心
は
一
つ
の
劇

場
で
あ
り
、
そ
の
劇
場
に
は
次
々
に
い
く
つ
も
の
知
覚
が
現
れ

て
は
通
り
過
ぎ
舞
い
戻
り
、
辷
り
去
り
混
じ
り
合
っ
て
無
数
の

状
況
を
つ
く
り
出
す
。
こ
の
点
で
心
に
つ
い
て
の
ヒ
ュ
ー
ム
の

議
論
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
そ
れ
に
似
た
一
面
を
持

つ
。（『
ヒ
ュ
ー
ム
研
究
』ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
四
年
二
月
、

三
三
三
頁
）

　
　
　
同
様
に
ヒ
ュ
ー
ム
研
究
者
の
井
上
治
子
も
ま
た
次
の
通
り
指
摘
す
る
。

　
　
　
　
　 

私
の
心
の
な
か
を
い
か
に
深
く
探
究
し
て
も
、
そ
こ
に
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
の
は
私
の
身
体
に
寄
せ
集
め
ら
れ
た
種
々
の

感
覚
の
束
に
す
ぎ
ず
、
自
己
の
存
在
を
形
づ
く
っ
て
い
る
抽
象

的
な
何
者
か
や
「
魂
」
の
よ
う
な
も
の
は
い
っ
さ
い
見
い
だ
す

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
考
え
が
正

し
い
と
す
れ
ば
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
描
き
出
し
て

い
る
よ
う
に
、
外
界
か
ら
私
の
身
体
に
絶
え
間
な
く
取
り
込
ま

れ
る
無
数
の
印
象
や
刺
激
の
流
れ
の
よ
う
な
も
の
が
自
己
意
識

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。（『
想
像
力

―
ヒ
ュ
ー

ム
へ
の
誘
い
』
三
一
書
房
、
一
九
九
六
年
八
月
、
三
三
頁
）

　
　
　
　
以
上
の
神
野
や
井
上
の
見
解
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
ジ
ェ

イ
ム
ズ
、
漱
石
の
間
に
「
心
」
や
「
自
己
意
識
」
に
関
す
る
共
通
の

理
解
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
さ
ら
に
附
言
す
れ
ば
、
漱
石
の
自
己
意
識
の
捉
え
方
は
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
「
純
粋
経
験
」
を
は
じ
め
、
ア
ン
リ
・
ベ
ル

ク
ソ
ン
の
「
純
粋
持
続
」、
さ
ら
に
西
田
幾
多
郎
の
「
純
粋
経
験
」
な

ど
の
「
生
命
哲
学
」
の
潮
流
と
同
時
代
的
な
関
心
を
共
有
す
る
と
も

言
え
る
だ
ろ
う
。「
生
命
哲
学
」
に
つ
い
て
は
、
檜
垣
立
哉
『
西
田
幾

多
郎
の
生
命
哲
学
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
一
年
一
月
、
三
六

〜
五
八
頁
。
原
書
二
〇
〇
五
年
一
月
）
を
参
照
。

（
31
）  『
漱
石
全
集
』
一
四
、一
九
九
五
年
八
月
、
二
七
頁

（
32
）   

夏
目
金
之
助
「G

eneral C
onception of Literature

」（
金
子
三
郎

編
『
記
録
　
東
京
帝
国
大
学
一
学
生
の
聴
講
ノ
ー
ト
』
リ
ー
ブ
企
画
、

二
〇
〇
二
年
三
月
、
三
〇
五
頁
）

（
33
）  『
漱
石
全
集
』
一
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
四
月
、
一
六
一
頁

（
34
）  

前
掲
注
（
33
）『
漱
石
全
集
』
一
六
、一
八
六
頁

（
35
）  

前
掲
注
（
33
）『
漱
石
全
集
』
一
六
、一
八
七
〜
八
頁

（
36
）  

前
掲
注
（
33
）『
漱
石
全
集
』
一
六
、一
九
二
頁

（
37
）  

前
掲
注
（
33
）『
漱
石
全
集
』
一
六
、一
九
三
頁

（
38
）  

前
掲
注
（
33
）『
漱
石
全
集
』
一
六
、一
九
八
頁

（
39
）  『
漱
石
全
集
』
二
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
六
月
、
一
四
頁

（
40
）  
前
掲
注
（
39
） 『
漱
石
全
集
』
二
一
、二
一
一
頁

（
41
）  

前
掲
注
（
10
） 

神
野
『
イ
デ
ア
の
哲
学
史
』、
五
二
頁 四

六



（
42
）  

前
掲
注
（
24
） 

バ
ー
ク
リ
『
人
知
原
理
論
』、
三
五
頁
／A Treatise 

concerning the Principles of H
um

an K
now

ledge, Introduction, 
Section 20. p.37.

（
43
）  

前
掲
注
（
31
） 『
漱
石
全
集
』
一
四
、二
四
一
〜
二
頁

（
44
）

  

前
掲
注
（
29
） 

ヒ
ュ
ー
ム
『
人
性
論
』
三
、二
〇
一
〜
二
頁
／A 

Treatise of H
um

an N
ature, B

ook 2, Part 3, Section 3. p.265.

（
45
）  

前
掲
注
（
29
） 

ヒ
ュ
ー
ム
『
人
性
論
』
三
、二
〇
五
頁
／A Treatise of 

H
um

an N
ature, B

ook 2, Part 3, Section 3. p.266.

（
46
）  

デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
『
人
性
論
』
四
、
大
槻
春
彦
訳
、
岩
波
文

庫
、
一
九
五
二
年
、
一
四
頁
／A Treatise of H

um
an N

ature,  B
ook 3, 

Part 1, Section 1. p.294.

（
47
）  

前
掲
注
（
46
） 

ヒ
ュ
ー
ム
『
人
性
論
』
四
、三
四
頁
／A Treatise of 

H
um

an N
ature, B

ook 3, Part 1, Section 2. p.302.

（
48
）  

前
掲
注
（
46
） 

ヒ
ュ
ー
ム
『
人
性
論
』
四
、三
五
頁
／A Treatise of 

H
um

an N
ature, B

ook 3, Part 1, Section 2. p.303.

（
49
）  

前
掲
注
（
29
） 

ヒ
ュ
ー
ム
『
人
性
論
』
三
、六
九
頁
／A Treatise of 

H
um

an N
ature, B

ook 2, Part 1, Section 11. p.206.

（
50
）  

前
掲
注
（
46
） 

ヒ
ュ
ー
ム
『
人
性
論
』
四
、一
八
五
頁
／A Treatise of 

H
um

an N
ature, B

ook 3, Part 3, Section 1. p.368.

（
51
）  

前
掲
注
（
46
） 

ヒ
ュ
ー
ム
『
人
性
論
』
四
、二
二
七
頁
／A Treatise of 

H
um

an N
ature, B

ook 3, Part 3, Section 3. p.386.

（
52
）  

前
掲
注
（
２
） 『
漱
石
全
集
』
一
三
、一
九
九
〜
二
〇
〇
頁

（
53
）  

前
掲
注
（
31
） 『
漱
石
全
集
』
一
四
、六
〇
頁

（
54
）  

前
掲
注
（
33
） 『
漱
石
全
集
』
一
六
、一
三
六
〜
七
頁

（
55
）  

近
代
日
本
美
術
史
学
の
古
田
亮
は
、「
知
・
情
・
意
」
論
を
は
じ
め
て

唱
え
た
の
は
一
八
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
テ
ー
テ
ン
ス
（J. N

. 
Tetens

）
で
あ
り
、
西
周
が
心
理
学
の
教
科
書
の
翻
訳
を
通
じ
て
こ
の

学
説
を
日
本
に
は
じ
め
て
紹
介
し
た
と
指
摘
す
る
。
古
田
に
従
え
ば
、

西
は
ジ
ョ
セ
フ
・
ヘ
ブ
ン
『
心
理
学
（M

ental Philosophy: Including 
the Intellect, Sensibilities and W

ill

）』（
原
著
一
八
五
七
）
を
明
治
八

〜
九
年
に
翻
訳
・
刊
行
し
て
お
り
、
こ
の
書
物
の
題
名
が
示
す
通
り
、

「
知
・
情
・
意
」
論
の
枠
組
み
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
著
作
は
、

各
種
学
校
で
「
心
理
学
（m

ental philosophy

）」
の
教
科
書
と
し
て
使

用
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
明
治
二
〇
年
頃
ま
で
は
も
っ
と
も
一

般
的
な
学
説
と
し
て
定
着
し
て
い
た
（『
美
術
「
心
」
論

―
漱
石
に

学
ぶ
鑑
賞
入
門
』
平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
三
五
〜
四
八
頁
）。

（
56
）  

前
掲
注
（
33
） 『
漱
石
全
集
』
一
六
、八
八
頁

（
57
）  

前
掲
注
（
33
） 『
漱
石
全
集
』
一
六
、九
五
頁

（
58
）  

「
感
情
主
義
（sentim

entalism

）」
と
は
、
一
八
世
紀
に
勃
興
し
た
西

洋
の
哲
学
や
思
想
、
文
学
の
潮
流
の
一
つ
で
あ
り
、
簡
潔
に
は
、
個

人
の
「
感
情
」
や
「
感
受
性
」「
共
感
」
の
経
験
を
重
視
し
、
道
徳
判

断
の
根
拠
を
「
感
情
」
に
置
く
立
場
で
あ
る
と
言
え
る
。「
感
情
主
義
」

に
属
す
る
哲
学
と
し
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
や
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
一
七
二
三

〜
九
〇
）
な
ど
を
、
文
学
の
領
域
で
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
リ
チ
ャ
ー

ド
ソ
ン
（
一
六
八
九
〜
一
七
六
一
）
や
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン

（
一
七
一
三
〜
一
七
六
八
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
感
情

主
義
」
の
文
学
に
つ
い
て
、
先
駆
的
な
、R

.F.B
rissenden, Virtue 

in D
istress: Studies in the N

ovel of Sentim
ent from

 Richardson to 

四
七



Sade (M
acm

illan, 1974)

の
議
論
を
参
照
し
た
。 

（
59
）  
拙
稿
「
夏
目
漱
石
に
お
け
る
〈
感
情
〉
の
文
学
論

―
Ｃ
・
Ｔ
・
ウ
ィ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
『
文
芸
批
評
論
』
と
レ
オ
・
ト
ル
ス
ト
イ
『
芸
術
と
は

な
に
か
』
を
視
座
と
し
て
」（『
比
較
文
学
』
第
五
七
巻
、
二
〇
一
四
）

で
は
、
読
者
の
感
情
に
着
目
し
、
漱
石
の
文
学
理
論
に
お
け
る
読
者

論
の
側
面
を
論
じ
た
。
ま
た
、
拙
稿
「Sym

pathy 

の
文
学
論

―
夏

目
漱
石
『
文
学
論
』
に
お
け
る
「
同
感
」
と
「
同
情
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日

本
近
代
文
学
』
第
八
八
集
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
で
は
、
漱
石
の
『
文

学
論
』
に
お
け
る
〈sym

pathy
〉
の
原
理
の
機
能
を
考
察
し
た
。

　
　
　
※ 

引
用
に
あ
た
り
、
旧
漢
字
を
新
漢
字
に
改
め
、
適
宜
、
ル
ビ
・
圏

点
・
傍
点
等
を
省
略
し
た
。
な
お
、
引
用
文
中
の
傍
線
は
、
引
用

者
に
よ
る
。

　
　
　
※ 

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
九
日
に
行
わ
れ
た
、
日
本
比
較

文
学
会
二
〇
一
五
年
度
東
北
大
会
で
発
表
し
た
「〈
観
念
〉・〈
印

象
〉・〈
情
緒
〉

―
夏
目
漱
石
の
文
学
理
論
と
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
」

に
基
づ
く
。
発
表
に
あ
た
り
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
に

心
中
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

 

（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
課
程
在
籍
）

四
八


